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は
じ
め
に

　
親
鸞
は
主
著
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（
以
下
、『
教
行
信

証
』）
の
「
後
序
」
に

同
二
年
閏
七
月
下
旬
第
九
日
…
…
又
依テ
二

夢ノ

告ニ
㆒

改メ
テ㆓

綽
空ノ

字ヲ
㆒

同シ
キ日

以テ
㆓

御
筆ヲ
㆒

令
メ
タ
マ
ヒ

㆔

書
㆓

名
之
字ヲ
㆒

畢ヌ

と
記
し
、
夢
告
に
よ
っ
て
「
綽
空
」
か
ら
改
め
た
新
し
い
名
を
元

久
二
年
（
一
二
〇
五
）
閏
七
月
二
十
九
日
に
師
法
然
の
直
筆
で
そ

の
真
影
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
、
と
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
名
は
覚
如
・
存
覚
以
来
、「
善
信
」
と
見
做
さ
れ
て
き
た

が
、
筆
者
は
こ
の
通
説
（
以
下
、「
善
信
」
改
名
説
）
に
疑
問
を

懐
き
、
旧
稿
「「
善
信
」
と
「
親
鸞
」」（『
親
鸞
教
学
』
七
五
・
七
六
、

二
〇
〇
〇
年
）
以
来
、
こ
の
名
は
「
親
鸞
」
で
あ
り
、「
善
信
」
は

吉
水
期
以
来
用
い
て
き
た
房
号
で
あ
る
と
す
る
所
謂
「
親
鸞
」
改

名
説
を
提
唱
し
て
き
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、「
善
信
」
改
名
論
者
が
そ
の
論
拠
の
一
つ
と

し
て
挙
げ
る
の
が
、
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
に
蓮
如
が
「
正
信

偈
」『
浄
土
和
讃
』『
高
僧
和
讃
』
と
と
も
に
開
版
し
た
『
正
像
末

和
讃
』（
以
下
、「
文
明
版
」）
に
記
さ
れ
た
「
愚
禿
善
信
集
」「
愚

禿
善
信
作
」
の
二
つ
の
撰
号
で
あ
る
。「
正
像
末
浄
土
和
讃
」
に

記
さ
れ
た
「
愚
禿
善
信
集
」、「
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
」
に
記
さ
れ
た

「
愚
禿
善
信
作
」。
こ
れ
ら
二
つ
の
撰
号
を
根
拠
に
、「
善
信
」
改

名
論
者
は
、
元
久
二
年
に
親
鸞
は
「
善
信
」
と
改
名
し
、｢

親
鸞

｣

へ
の
改
名
以
後
も
最
晩
年
に
至
る
ま
で
「
善
信
」
を
併
用
し
た
、

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
愚
禿
善
信
」
の
撰
号
は
果
た
し
て
親
鸞

自
身
の
手
に
な
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
親
鸞
没
後
二
百
年
余
を

経
て
刊
行
さ
れ
た
「
文
明
版
」
が
親
鸞
の
記
述
を
忠
実
に
伝
え
て

「
愚
禿
善
信
」
考

│
│
文
明
版
『
正
像
末
和
讃
』
の
撰
号
を
め
ぐ
っ
て
│
│
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い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
結
論
か
ら
言
え
ば
筆
者
は
、
こ
れ
ら
「
愚
禿
善
信
」
の
撰
号
は

親
鸞
自
身
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、「
文
明
版
」
の

祖
本
（
写
本
の
系
統
の
最
初
の
本
）
の
編
纂
時
、
も
し
く
は
そ
の

流
伝
の
過
程
に
お
い
て
、
別
人
の
手
に
よ
っ
て
混
入
さ
れ
た
も
の

だ
と
考
え
る
。

　
筆
者
は
今
回
、『
正
像
末
和
讃
』
諸
本
の
成
立
事
情
、
そ
の
歴

史
的
背
景
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
自
説
の
論
証
を
試
み
る
こ
と
と

す
る
。

一
　
文
明
版『
正
像
末
和
讃
』祖
本
の
成
立
に
つ
い
て

　
『
正
像
末
和
讃
』
に
は
以
下
の
代
表
的
な
三
本
が
あ
る
。

⑴
　
「
五
十
六
億
七
千
万
　
弥
勒
菩
薩
は
と
し
を
へ
む

…
…
」
か
ら
「
如
来
大
悲
の
恩
徳
は
　
身
を
粉
に
し
て
も

報
ず
べ
し
…
…
」
ま
で
を
「
已
上
三
十
四
首
」（
実
際
に

は
三
十
五
首
）
と
し
て
記
し
た
後
、
康
元
二
年
（
一
二
五

七
、
親
鸞
八
十
五
歳
）
二
月
九
日
に
見
た
「
夢
告
讃
」
を
同

正
嘉
元
年
閏
三
月
一
日
に
書
き
入
れ
、
さ
ら
に
五
首
を
加

え
た
「
草
稿
本
」。（
第
一
首
か
ら
第
九
首
ま
で
は
親
鸞
真

筆
で
あ
り
、
第
十
首
以
降
は
別
筆
、
お
そ
ら
く
は
表
紙
の

袖
書
に
そ
の
名
の
あ
る
覚
然
の
筆
と
思
わ
れ
る
。）

⑵
　
そ
の
後
、「
仏
智
疑
惑
讃
」「
愚
禿
悲
歎
述
懐
讃
」
を
増

補
す
る
等
の
再
治
作
業
を
施
し
、
翌
正
嘉
二
年
（
一
二
五

八
）
九
月
二
十
四
日
に
脱
稿
し
た
真
蹟
本
を
、
正
応
三
年

（
一
二
九
〇
）
九
月
二
十
五
日
に
顕
智
が
書
写
し
た
『
正

像
末
法
和
讃
』（
以
下
、「
顕
智
本
」）。

⑶
　
「
顕
智
本
」
に
さ
ら
に
「
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
」「
善
光

寺
如
来
和
讃
」「
自
然
法
爾
章
」
等
が
増
補
さ
れ
、
文
明

五
年
三
月
に
蓮
如
に
よ
っ
て
開
版
さ
れ
た
文
明
開
版
本

『
正
像
末
和
讃
』（「
文
明
版
」）。

　
「
文
明
版
」
は
「
顕
智
本
」
に
比
し
て
大
幅
な
増
補
・
改
訂
が

な
さ
れ
て
お
り
、｢

顕
智
本｣

の
「
愚
禿
親
鸞
作
」（「
悲
嘆
述
懐

讃
」
撰
号
）、「
親
鸞
八
十
六
歳
」（
奥
書
）
に
比
し
て
、
所
謂
撰
号
・
署

名
に
類
す
る
も
の
が
「
愚
禿
善
信
集
」「
愚
禿
善
信
作
」「
釈ノ

親
鸞

書ク
㆓

之ヲ
㆒

」「
親
鸞
八
十
八
歳
御
筆
」
と
四
箇
所
存
在
す
る
。

　
従
来
、
こ
れ
ら
の
増
補
・
改
訂
は
、「
親
鸞
八
十
八
歳
御
筆
」

の
記
述
等
か
ら
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
、
親
鸞
八
十
八
歳
）
頃
、

親
鸞
自
身
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
た
に
編
入
さ
れ

た
「
聖
徳
奉
讃
」「
善
光
寺
讃
」
に
つ
い
て
は
、「
十
一
首
の
間
に

は
連
続
し
た
関
係
は
な
く
、
互
い
に
独
立
し
て
い
る
感
が
深
い
」

（「
聖
徳
奉
讃
」）「
五
首
ば
か
り
で
は
部
分
的
で
、
ま
と
ま
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
」（「
善
光
寺
讃
」）
と
い
っ
た
問
題
点
は
あ
る
も
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は
じ
め
に

　
親
鸞
は
主
著
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（
以
下
、『
教
行
信

証
』）
の
「
後
序
」
に

同
二
年
閏
七
月
下
旬
第
九
日
…
…
又
依テ
二

夢ノ

告ニ
㆒

改メ
テ㆓

綽
空ノ

字ヲ
㆒

同シ
キ日

以テ
㆓

御
筆ヲ
㆒

令
メ
タ
マ
ヒ

㆔

書
㆓

名
之
字ヲ
㆒

畢ヌ

と
記
し
、
夢
告
に
よ
っ
て
「
綽
空
」
か
ら
改
め
た
新
し
い
名
を
元

久
二
年
（
一
二
〇
五
）
閏
七
月
二
十
九
日
に
師
法
然
の
直
筆
で
そ

の
真
影
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
、
と
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
名
は
覚
如
・
存
覚
以
来
、「
善
信
」
と
見
做
さ
れ
て
き
た

が
、
筆
者
は
こ
の
通
説
（
以
下
、「
善
信
」
改
名
説
）
に
疑
問
を

懐
き
、
旧
稿
「「
善
信
」
と
「
親
鸞
」」（『
親
鸞
教
学
』
七
五
・
七
六
、

二
〇
〇
〇
年
）
以
来
、
こ
の
名
は
「
親
鸞
」
で
あ
り
、「
善
信
」
は

吉
水
期
以
来
用
い
て
き
た
房
号
で
あ
る
と
す
る
所
謂
「
親
鸞
」
改

名
説
を
提
唱
し
て
き
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、「
善
信
」
改
名
論
者
が
そ
の
論
拠
の
一
つ
と

し
て
挙
げ
る
の
が
、
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
に
蓮
如
が
「
正
信

偈
」『
浄
土
和
讃
』『
高
僧
和
讃
』
と
と
も
に
開
版
し
た
『
正
像
末

和
讃
』（
以
下
、「
文
明
版
」）
に
記
さ
れ
た
「
愚
禿
善
信
集
」「
愚

禿
善
信
作
」
の
二
つ
の
撰
号
で
あ
る
。「
正
像
末
浄
土
和
讃
」
に

記
さ
れ
た
「
愚
禿
善
信
集
」、「
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
」
に
記
さ
れ
た

「
愚
禿
善
信
作
」。
こ
れ
ら
二
つ
の
撰
号
を
根
拠
に
、「
善
信
」
改

名
論
者
は
、
元
久
二
年
に
親
鸞
は
「
善
信
」
と
改
名
し
、｢

親
鸞

｣

へ
の
改
名
以
後
も
最
晩
年
に
至
る
ま
で
「
善
信
」
を
併
用
し
た
、

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
愚
禿
善
信
」
の
撰
号
は
果
た
し
て
親
鸞

自
身
の
手
に
な
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
親
鸞
没
後
二
百
年
余
を

経
て
刊
行
さ
れ
た
「
文
明
版
」
が
親
鸞
の
記
述
を
忠
実
に
伝
え
て

「
愚
禿
善
信
」
考

│
│
文
明
版
『
正
像
末
和
讃
』
の
撰
号
を
め
ぐ
っ
て
│
│

豅
　
　
　
　
弘
　
　
　
信

39

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
結
論
か
ら
言
え
ば
筆
者
は
、
こ
れ
ら
「
愚
禿
善
信
」
の
撰
号
は

親
鸞
自
身
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、「
文
明
版
」
の

祖
本
（
写
本
の
系
統
の
最
初
の
本
）
の
編
纂
時
、
も
し
く
は
そ
の

流
伝
の
過
程
に
お
い
て
、
別
人
の
手
に
よ
っ
て
混
入
さ
れ
た
も
の

だ
と
考
え
る
。

　
筆
者
は
今
回
、『
正
像
末
和
讃
』
諸
本
の
成
立
事
情
、
そ
の
歴

史
的
背
景
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
自
説
の
論
証
を
試
み
る
こ
と
と

す
る
。

一
　
文
明
版『
正
像
末
和
讃
』祖
本
の
成
立
に
つ
い
て

　
『
正
像
末
和
讃
』
に
は
以
下
の
代
表
的
な
三
本
が
あ
る
。

⑴
　
「
五
十
六
億
七
千
万
　
弥
勒
菩
薩
は
と
し
を
へ
む

…
…
」
か
ら
「
如
来
大
悲
の
恩
徳
は
　
身
を
粉
に
し
て
も

報
ず
べ
し
…
…
」
ま
で
を
「
已
上
三
十
四
首
」（
実
際
に

は
三
十
五
首
）
と
し
て
記
し
た
後
、
康
元
二
年
（
一
二
五

七
、
親
鸞
八
十
五
歳
）
二
月
九
日
に
見
た
「
夢
告
讃
」
を
同

正
嘉
元
年
閏
三
月
一
日
に
書
き
入
れ
、
さ
ら
に
五
首
を
加

え
た
「
草
稿
本
」。（
第
一
首
か
ら
第
九
首
ま
で
は
親
鸞
真

筆
で
あ
り
、
第
十
首
以
降
は
別
筆
、
お
そ
ら
く
は
表
紙
の

袖
書
に
そ
の
名
の
あ
る
覚
然
の
筆
と
思
わ
れ
る
。）

⑵
　
そ
の
後
、「
仏
智
疑
惑
讃
」「
愚
禿
悲
歎
述
懐
讃
」
を
増

補
す
る
等
の
再
治
作
業
を
施
し
、
翌
正
嘉
二
年
（
一
二
五

八
）
九
月
二
十
四
日
に
脱
稿
し
た
真
蹟
本
を
、
正
応
三
年

（
一
二
九
〇
）
九
月
二
十
五
日
に
顕
智
が
書
写
し
た
『
正

像
末
法
和
讃
』（
以
下
、「
顕
智
本
」）。

⑶
　
「
顕
智
本
」
に
さ
ら
に
「
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
」「
善
光

寺
如
来
和
讃
」「
自
然
法
爾
章
」
等
が
増
補
さ
れ
、
文
明

五
年
三
月
に
蓮
如
に
よ
っ
て
開
版
さ
れ
た
文
明
開
版
本

『
正
像
末
和
讃
』（「
文
明
版
」）。

　
「
文
明
版
」
は
「
顕
智
本
」
に
比
し
て
大
幅
な
増
補
・
改
訂
が

な
さ
れ
て
お
り
、｢

顕
智
本｣

の
「
愚
禿
親
鸞
作
」（「
悲
嘆
述
懐

讃
」
撰
号
）、「
親
鸞
八
十
六
歳
」（
奥
書
）
に
比
し
て
、
所
謂
撰
号
・
署

名
に
類
す
る
も
の
が
「
愚
禿
善
信
集
」「
愚
禿
善
信
作
」「
釈ノ

親
鸞

書ク
㆓

之ヲ
㆒

」「
親
鸞
八
十
八
歳
御
筆
」
と
四
箇
所
存
在
す
る
。

　
従
来
、
こ
れ
ら
の
増
補
・
改
訂
は
、「
親
鸞
八
十
八
歳
御
筆
」

の
記
述
等
か
ら
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
、
親
鸞
八
十
八
歳
）
頃
、

親
鸞
自
身
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
た
に
編
入
さ
れ

た
「
聖
徳
奉
讃
」「
善
光
寺
讃
」
に
つ
い
て
は
、「
十
一
首
の
間
に

は
連
続
し
た
関
係
は
な
く
、
互
い
に
独
立
し
て
い
る
感
が
深
い
」

（「
聖
徳
奉
讃
」）「
五
首
ば
か
り
で
は
部
分
的
で
、
ま
と
ま
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
」（「
善
光
寺
讃
」）
と
い
っ
た
問
題
点
は
あ
る
も
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の
の
「
至
極
晩
年
の
補
訂
で
あ
る
た
め
、
な
お
修
正
す
べ
き
点
が

残
さ
れ
」
た
と
し
て
、
こ
の
「
文
明
版
」
こ
そ
が
「
諸
本
中
最
後

の
本
」、
つ
ま
り
『
正
像
末
和
讃
』
の
最
終
形
態
と
見
な
さ
れ
て

き
た
。

　
そ
し
て
こ
の
「
親
鸞
編
集
に
よ
る
『
正
像
末
和
讃
』
の
最
終
形

態
と
し
て
の
「
文
明
版
」
祖
本
」（
親
鸞
編
集
説
）
と
の
見
地
に

立
っ
て
、
例
え
ば
松
原
祐
善
は
、「
愚
禿
善
信
集
」「
愚
禿
善
信

作
」
の
撰
号
が
康
元
二
年
二
月
九
日
夜
、
寅
の
時
の
夢
告
が
聖
徳

太
子
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
反
証
し
て
い
る
、
と
述
べ
る
。

　
つ
ま
り
、
康
元
二
年
二
月
の
聖
徳
太
子
の
夢
告
か
ら
始
ま
る

『
正
像
末
和
讃
』
の
最
終
型
で
あ
る
「
文
明
版
」
の
撰
号
に
、
元

久
二
年
に
同
じ
太
子
の
夢
告
に
よ
っ
て
親
鸞
が
「
綽
空
」
か
ら
改

め
た
「
善
信
」
の
名
が
使
わ
れ
る
の
は
極
め
て
妥
当
で
あ
り
、
太

子
の
恩
徳
が
偲
ば
れ
た
か
ら
こ
そ
「
聖
徳
奉
讃
」
に
も
そ
の
名
が

親
鸞
自
身
の
手
で
記
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
「
善
信
」
改
名

論
者
の
主
張
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、「
文
明
版
」
祖
本
が
親
鸞
本
人
の
編
集
と
す
る
見
解

を
導
い
た
も
の
は
他
な
ら
ぬ
元
久
二
年
の
改
名
が
「
善
信
」
に
で

あ
る
と
す
る
「
通
念
」
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
元
久

二
年
に
「
善
信
」
に
改
名
↓
親
鸞
自
身
が
「
愚
禿
善
信
」
と
記
名

↓
「
文
明
版
」
祖
本
は
親
鸞
本
人
の
編
集
と
い
っ
た
思
考
・
論
理

の
展
開
で
あ
る
。（
い
っ
た
ん
こ
の
図
式
が
成
立
す
れ
ば
、「
文
明

版
」
祖
本
は
親
鸞
の
編
集
だ
か
ら
「
愚
禿
善
信
」
も
親
鸞
の
記
名

で
あ
り
、
元
久
二
年
の
改
名
は
「
善
信
」
だ
と
い
う
逆
の
展
開
も

成
り
立
つ
。）

　
た
だ
し
、
こ
の
元
久
二
年
の
改
名
が
「
善
信
」
で
あ
る
と
い
う

「
大
前
提
」
が
揺
ら
げ
ば
、
こ
の
よ
う
な
論
理
展
開
そ
の
も
の
が

成
り
立
た
な
い
。
親
鸞
自
身
に
よ
っ
て
「
愚
禿
善
信
」
の
名
が
記

さ
れ
た
と
す
る
見
解
も
、「
文
明
版
」
祖
本
を
親
鸞
自
身
が
編
集

し
た
と
す
る
通
説
も
き
わ
め
て
疑
わ
し
く
な
る
。

二
　
鶴
見
晃
説
の
批
判
的
検
討

（
1
）
聖
徳
太
子
・
法
然
へ
の
回
顧
に
つ
い
て

　
で
は
な
ぜ
、「
善
信
」
改
名
論
者
は
八
十
八
歳
の
親
鸞
が
「
愚

禿
善
信
」
と
あ
え
て
記
し
た
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
鶴
見
晃
は
、「
文
応
元
年
十
一
月
十
三
日

善
信
八
十
八
歳
」
の
日
時
・
署
名
を
も
つ
乗
信
宛
「
書
簡
」（『
末
灯
鈔
』

第
六
通
）
の

な
に
よ
り
も
、
こ
ぞ
・
こ
と
し
、
老
少
男
女
お
ほ
く
の
ひ
と

〴
〵
の
し
に
あ
ひ
て
候
ら
ん
こ
と
こ
そ
、
あ
は
れ
に
さ
ふ
ら

へ
。

と
い
う
記
述
か
ら
、
文
応
元
年
、
正
嘉
の
大
飢
饉
の
惨
状
を
目
に

（

）
1

（

）
2
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し
た
親
鸞
が
、「
和
国
の
有
情
を
あ
は
れ
み
て
」（
文
明
版
「
聖
徳

奉
讃
」）、
六
角
堂
夢
告
を
通
し
て
自
身
を
「
善
信
」
へ
と
改
名
せ

し
め
た
聖
徳
太
子
を
憶
念
し
て
「
文
明
版
」
祖
本
に
「
愚
禿
善

信
」
と
、
同
じ
く
自
身
の
原
点
で
あ
る
吉
水
時
代
（「
善
信
」
が

実
名
で
あ
っ
た
時
代
）
の
法
然
の
教
化
を
回
顧
し
て
乗
信
宛
「
書

簡
」
に
「
善
信
」
と
記
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
推
定
し

て
い
る
。

　
し
か
し
、
親
鸞
の
太
子
・
法
然
讃
仰
は
そ
れ
以
前
の
、
宝
治
二

年
（
一
二
四
八
、
親
鸞
七
十
六
歳
）
の
『
浄
土
和
讃
』『
浄
土
高
僧

和
讃
』
の
撰
述
に
始
ま
り
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
、
八
十
七
歳
）

の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
延
書
本
の
書
写
ま
で
継
続
し
て
お
り
、

八
十
八
歳
に
な
っ
て
唐
突
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
太
子
に
関
し
て
言
え
ば
、
建
長
七
年
（
一
二
五
五
、
八
十
三
歳
）

十
一
月
に
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』（
以
下
、『
七
十
五
首
太
子
和

讃
』）、
康
元
二
年
（
一
二
五
七
、
八
十
五
歳
）
二
月
に
『
大
日
本
国

粟
散
王
聖
徳
太
子
奉
讃
』（
以
下
、『
百
十
四
首
太
子
和
讃
』）
を

撰
述
。
同
正
嘉
元
年
五
月
に
『
上
宮
太
子
御
記
』
を
書
写
。
翌
正

嘉
二
年
（
一
二
五
八
、
八
十
六
歳
）
六
月
に
改
訂
を
終
え
た
『
尊
号

真
像
銘
文
』（
広
本
）
に
「
皇
太
子
聖
徳
御
銘
文
」
を
増
補
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
の
奥
書
は
い
ず
れ
も
「
愚
禿
親
鸞
」
で
あ
る
。

　
法
然
に
関
し
て
も
、
宝
治
二
年
に
初
稿
本
『
浄
土
和
讃
』
所
収

の
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」、『
高
僧
和
讃
』
所
収
の
「
源
空
讃
」
を

撰
述
し
、『
高
僧
和
讃
』
奥
書
に
は
「
釈
親
鸞
」
と
記
し
て
い
る
。

康
元
元
年
（
一
二
五
六
、
八
十
四
歳
）
十
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
法

然
の
伝
記
・
法
語
等
を
蒐
集
し
た
『
西
方
指
南
抄
』
六
巻
を
書

写
・
校
合
し
、
こ
れ
ら
六
巻
の
奥
書
に
い
ず
れ
も
「
愚
禿
親
鸞
」

と
記
し
、
正
元
元
年
九
月
に
は
『
選
択
集
』
延
書
本
四
巻
を
書
写

し
、
上
巻
本
・
下
巻
末
の
奥
書
に
「
愚
禿
親
鸞
」
と
記
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
こ
の
間
真
仏
に
、
建
長
七
年
五
月
に
「
法
然
上
人
消

息
」（
外
題
は
親
鸞
真
蹟
）、
康
元
二
年
正
月
か
ら
三
月
ま
で
『
西

方
指
南
抄
』、
翌
正
嘉
二
年
に
法
然
の
『
三
部
経
大
意
』
を
書
写

さ
せ
て
い
る
。

　
ま
た
親
鸞
は
、「
他
力
に
は
義
な
き
を
も
っ
て
義
と
す
」
と
の

法
然
の
法
語
を
「
本
師
聖
人
の
お
お
せ
ご
と
」「
大
師
聖
人
の
み

こ
と
」
と
し
て
繰
り
返
し
語
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
建
長
七
年
六

月
撰
述
の
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
略
本
）
か
ら
正
嘉
二
年
十
二
月

の
顕
智
聞
書
の
「
獲
得
名
号
自
然
法
爾
御
書
」
ま
で
多
数
に
及
ん

で
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
聖
教
・
法
語
・
書
簡
の
奥
書
・
末
尾
に
は

い
ず
れ
も
「
親
鸞
」「
愚
禿
親
鸞
」
と
記
し
て
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
太
子
・
法
然
関
連
の
文
書
中
、「
善
信
」
は
極
々
稀

│
『
西
方
指
南
抄
』
中
巻
末
の
『
七
箇
條
制
誡
』
の
署
名
と
真
仏

『
経
釈
文
聞
書
』
の
「
親
鸞
夢
記
」
中
の
二
箇
所
│
に
し
か
登
場

（

）
3
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の
の
「
至
極
晩
年
の
補
訂
で
あ
る
た
め
、
な
お
修
正
す
べ
き
点
が

残
さ
れ
」
た
と
し
て
、
こ
の
「
文
明
版
」
こ
そ
が
「
諸
本
中
最
後

の
本
」、
つ
ま
り
『
正
像
末
和
讃
』
の
最
終
形
態
と
見
な
さ
れ
て

き
た
。

　
そ
し
て
こ
の
「
親
鸞
編
集
に
よ
る
『
正
像
末
和
讃
』
の
最
終
形

態
と
し
て
の
「
文
明
版
」
祖
本
」（
親
鸞
編
集
説
）
と
の
見
地
に

立
っ
て
、
例
え
ば
松
原
祐
善
は
、「
愚
禿
善
信
集
」「
愚
禿
善
信

作
」
の
撰
号
が
康
元
二
年
二
月
九
日
夜
、
寅
の
時
の
夢
告
が
聖
徳

太
子
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
反
証
し
て
い
る
、
と
述
べ
る
。

　
つ
ま
り
、
康
元
二
年
二
月
の
聖
徳
太
子
の
夢
告
か
ら
始
ま
る

『
正
像
末
和
讃
』
の
最
終
型
で
あ
る
「
文
明
版
」
の
撰
号
に
、
元

久
二
年
に
同
じ
太
子
の
夢
告
に
よ
っ
て
親
鸞
が
「
綽
空
」
か
ら
改

め
た
「
善
信
」
の
名
が
使
わ
れ
る
の
は
極
め
て
妥
当
で
あ
り
、
太

子
の
恩
徳
が
偲
ば
れ
た
か
ら
こ
そ
「
聖
徳
奉
讃
」
に
も
そ
の
名
が

親
鸞
自
身
の
手
で
記
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
「
善
信
」
改
名

論
者
の
主
張
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、「
文
明
版
」
祖
本
が
親
鸞
本
人
の
編
集
と
す
る
見
解

を
導
い
た
も
の
は
他
な
ら
ぬ
元
久
二
年
の
改
名
が
「
善
信
」
に
で

あ
る
と
す
る
「
通
念
」
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
元
久

二
年
に
「
善
信
」
に
改
名
↓
親
鸞
自
身
が
「
愚
禿
善
信
」
と
記
名

↓
「
文
明
版
」
祖
本
は
親
鸞
本
人
の
編
集
と
い
っ
た
思
考
・
論
理

の
展
開
で
あ
る
。（
い
っ
た
ん
こ
の
図
式
が
成
立
す
れ
ば
、「
文
明

版
」
祖
本
は
親
鸞
の
編
集
だ
か
ら
「
愚
禿
善
信
」
も
親
鸞
の
記
名

で
あ
り
、
元
久
二
年
の
改
名
は
「
善
信
」
だ
と
い
う
逆
の
展
開
も

成
り
立
つ
。）

　
た
だ
し
、
こ
の
元
久
二
年
の
改
名
が
「
善
信
」
で
あ
る
と
い
う

「
大
前
提
」
が
揺
ら
げ
ば
、
こ
の
よ
う
な
論
理
展
開
そ
の
も
の
が

成
り
立
た
な
い
。
親
鸞
自
身
に
よ
っ
て
「
愚
禿
善
信
」
の
名
が
記

さ
れ
た
と
す
る
見
解
も
、「
文
明
版
」
祖
本
を
親
鸞
自
身
が
編
集

し
た
と
す
る
通
説
も
き
わ
め
て
疑
わ
し
く
な
る
。

二
　
鶴
見
晃
説
の
批
判
的
検
討

（
1
）
聖
徳
太
子
・
法
然
へ
の
回
顧
に
つ
い
て

　
で
は
な
ぜ
、「
善
信
」
改
名
論
者
は
八
十
八
歳
の
親
鸞
が
「
愚

禿
善
信
」
と
あ
え
て
記
し
た
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
鶴
見
晃
は
、「
文
応
元
年
十
一
月
十
三
日

善
信
八
十
八
歳
」
の
日
時
・
署
名
を
も
つ
乗
信
宛
「
書
簡
」（『
末
灯
鈔
』

第
六
通
）
の

な
に
よ
り
も
、
こ
ぞ
・
こ
と
し
、
老
少
男
女
お
ほ
く
の
ひ
と

〴
〵
の
し
に
あ
ひ
て
候
ら
ん
こ
と
こ
そ
、
あ
は
れ
に
さ
ふ
ら

へ
。

と
い
う
記
述
か
ら
、
文
応
元
年
、
正
嘉
の
大
飢
饉
の
惨
状
を
目
に

（

）
1

（

）
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し
た
親
鸞
が
、「
和
国
の
有
情
を
あ
は
れ
み
て
」（
文
明
版
「
聖
徳

奉
讃
」）、
六
角
堂
夢
告
を
通
し
て
自
身
を
「
善
信
」
へ
と
改
名
せ

し
め
た
聖
徳
太
子
を
憶
念
し
て
「
文
明
版
」
祖
本
に
「
愚
禿
善

信
」
と
、
同
じ
く
自
身
の
原
点
で
あ
る
吉
水
時
代
（「
善
信
」
が

実
名
で
あ
っ
た
時
代
）
の
法
然
の
教
化
を
回
顧
し
て
乗
信
宛
「
書

簡
」
に
「
善
信
」
と
記
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
推
定
し

て
い
る
。

　
し
か
し
、
親
鸞
の
太
子
・
法
然
讃
仰
は
そ
れ
以
前
の
、
宝
治
二

年
（
一
二
四
八
、
親
鸞
七
十
六
歳
）
の
『
浄
土
和
讃
』『
浄
土
高
僧

和
讃
』
の
撰
述
に
始
ま
り
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
、
八
十
七
歳
）

の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
延
書
本
の
書
写
ま
で
継
続
し
て
お
り
、

八
十
八
歳
に
な
っ
て
唐
突
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
太
子
に
関
し
て
言
え
ば
、
建
長
七
年
（
一
二
五
五
、
八
十
三
歳
）

十
一
月
に
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』（
以
下
、『
七
十
五
首
太
子
和

讃
』）、
康
元
二
年
（
一
二
五
七
、
八
十
五
歳
）
二
月
に
『
大
日
本
国

粟
散
王
聖
徳
太
子
奉
讃
』（
以
下
、『
百
十
四
首
太
子
和
讃
』）
を

撰
述
。
同
正
嘉
元
年
五
月
に
『
上
宮
太
子
御
記
』
を
書
写
。
翌
正

嘉
二
年
（
一
二
五
八
、
八
十
六
歳
）
六
月
に
改
訂
を
終
え
た
『
尊
号

真
像
銘
文
』（
広
本
）
に
「
皇
太
子
聖
徳
御
銘
文
」
を
増
補
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
の
奥
書
は
い
ず
れ
も
「
愚
禿
親
鸞
」
で
あ
る
。

　
法
然
に
関
し
て
も
、
宝
治
二
年
に
初
稿
本
『
浄
土
和
讃
』
所
収

の
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」、『
高
僧
和
讃
』
所
収
の
「
源
空
讃
」
を

撰
述
し
、『
高
僧
和
讃
』
奥
書
に
は
「
釈
親
鸞
」
と
記
し
て
い
る
。

康
元
元
年
（
一
二
五
六
、
八
十
四
歳
）
十
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
法

然
の
伝
記
・
法
語
等
を
蒐
集
し
た
『
西
方
指
南
抄
』
六
巻
を
書

写
・
校
合
し
、
こ
れ
ら
六
巻
の
奥
書
に
い
ず
れ
も
「
愚
禿
親
鸞
」

と
記
し
、
正
元
元
年
九
月
に
は
『
選
択
集
』
延
書
本
四
巻
を
書
写

し
、
上
巻
本
・
下
巻
末
の
奥
書
に
「
愚
禿
親
鸞
」
と
記
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
こ
の
間
真
仏
に
、
建
長
七
年
五
月
に
「
法
然
上
人
消

息
」（
外
題
は
親
鸞
真
蹟
）、
康
元
二
年
正
月
か
ら
三
月
ま
で
『
西

方
指
南
抄
』、
翌
正
嘉
二
年
に
法
然
の
『
三
部
経
大
意
』
を
書
写

さ
せ
て
い
る
。

　
ま
た
親
鸞
は
、「
他
力
に
は
義
な
き
を
も
っ
て
義
と
す
」
と
の

法
然
の
法
語
を
「
本
師
聖
人
の
お
お
せ
ご
と
」「
大
師
聖
人
の
み

こ
と
」
と
し
て
繰
り
返
し
語
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
建
長
七
年
六

月
撰
述
の
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
略
本
）
か
ら
正
嘉
二
年
十
二
月

の
顕
智
聞
書
の
「
獲
得
名
号
自
然
法
爾
御
書
」
ま
で
多
数
に
及
ん

で
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
聖
教
・
法
語
・
書
簡
の
奥
書
・
末
尾
に
は

い
ず
れ
も
「
親
鸞
」「
愚
禿
親
鸞
」
と
記
し
て
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
太
子
・
法
然
関
連
の
文
書
中
、「
善
信
」
は
極
々
稀

│
『
西
方
指
南
抄
』
中
巻
末
の
『
七
箇
條
制
誡
』
の
署
名
と
真
仏

『
経
釈
文
聞
書
』
の
「
親
鸞
夢
記
」
中
の
二
箇
所
│
に
し
か
登
場

（

）
3
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し
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
顕
智
本
」「
文
明
版
」
は
い
ず
れ
も
「
夢
告
讃
」
を
冒

頭
に
掲
げ
て
お
り
、
康
元
二
年
二
月
九
日
の
夢
告
が
『
正
像
末
和

讃
』
の
成
立
上
、
重
大
な
契
機
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
夢
告
の
主
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
圓
遵
が
、
二
月
九
日
は
折
し
も

親
鸞
が
『
百
十
四
首
太
子
和
讃
』
を
制
作
し
て
い
た
最
中
で
あ
り
、

太
子
尊
崇
の
念
が
著
し
く
高
揚
し
て
い
た
時
期
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
太
子
に
よ
る
夢
告
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

例
え
ば
山
田
恵
文
は
、
夢
告
の
感
得
は
、『
西
方
指
南
抄
』
の
執

筆
に
よ
っ
て
師
法
然
の
姿
に
出
遇
い
師
の
教
え
を
聞
思
し
て
い
く

こ
と
を
通
し
て
、
自
身
の
原
体
験
で
あ
る
「
雑
行
を
棄
て
て
本
願

に
帰
す
」（「
後
序
」）
回
心
を
親
鸞
が
再
確
認
し
た
出
来
事
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
夢
告
の
主
に
つ
い
て
は
太
子
・
法
然
両
説
あ
る
も

の
の
、「
草
稿
本
」
に
お
い
て
そ
れ
は
、

康
元
二
歳
丁ひ
の
と
の
み巳

二
月
九
日
の
夜
寅の

時に

夢の

告つ
げ

に
い
は
く

　
弥
陀
の
本
願
信
ず
べ
し
　
　
本
願
信
ず
る
ひ
と
は
み
な

　
　
摂
取
不
捨
の
利
益
に
て
　
無
上
覚
お
ば
さ
と
る
な
り

こ
の
和
讃
を
ゆ
め
に
お
ほ
せ
を
か
ふ
り
て
う
れ
し
さ
に
か

き
つ
け
ま
い
ら
せ
た
る
な
り

正
嘉
元
年
丁ひ

の
と
の
み巳

壬う
る
う

三
月
一
日

愚
禿
親
鸞
八
十
五
歳
書
之

と
、「
愚
禿
親
鸞
」
の
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。

（
ち
な
み
に
筆
者
は
「
夢
告
讃
」
の
本
文
並
び
に
添
書
の
「
お
ほ

せ
を
か
ぶ
り
て
」
の
語
か
ら
見
て
、
夢
告
の
主
は
法
然
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
和
語
聖
教
に
お
い
て
親
鸞
は
太
子
の
徳
を
「
仏
法
弘
興
」（『
七

十
五
首
和
讃
』）、
す
な
わ
ち
「
仏
法
を
こ
の
和
国
に
つ
た
え
ひ
ろ

め
お
は
し
ま
す
」「
こ
の
和
国
に
仏
教
の
と
も
し
び
を
つ
た
え
お

は
し
ま
す
」（『
尊
号
真
像
銘
文
』（
広
本
））、
あ
る
い
は
「
多
々
の

ご
と
く
す
て
ず
し
て
　
阿
摩
の
ご
と
く
に
そ
ひ
た
ま
ふ
」「
護
持

養
育
」（
文
明
版
「
聖
徳
奉
讃
」）
と
述
べ
て
い
る
が
、
法
然
に
関
し

て
は
、「
如
来
の
誓
願
に
は
義
な
き
を
義
と
す
」
と
の
「
大
師
聖

人
の
仰
」（
以
上
、「
真
蹟
書
簡
」）、「
た
ゞ
念
仏
し
て
弥
陀
に
た
す

け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
」
と
の
「
よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
」（
以
上
、

『
歎
異
抄
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
具
体
的
な
「
お
お
せ
」（
教
言
）

を
も
っ
て
そ
の
恩
徳
を
語
っ
て
い
る
。「
弥
陀
の
本
願
信
ず
べ

し
」と
は
親
鸞
に
と
っ
て
正
し
く
法
然
の
教
言
に
他
な
ら
な
い
。）

　
ま
た
、「
顕
智
本
」
に
は
な
く
、
直
前
に
「
親
鸞
八
十
八
歳
御

筆
」
の
あ
る
文
明
版
「
自
然
法
爾
章
」
も
、
専
修
寺
蔵
顕
智
筆

「
獲
得
名
号
自
然
法
爾
御
書
」
に
は
、

獲
字
は
、
因
位
の
と
き
う
る
を
獲
と
い
ふ
。
…
…
こ
れ
は
仏

（

）
4

（

）
5
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智
の
不
思
議
に
て
あ
る
な
り
。

愚
禿
親
鸞
八
十
六
歳

正
嘉
二
歳
戌
午
十
二
月
日
、
善
法
坊
僧
都
御
坊
、
三
条
と

み
の
こ
う
ぢ
の
御
坊
に
て
、
聖
人
に
あ
い
ま
い
ら
せ
て
の

き
ゝ
が
き
、
そ
の
と
き
顕
智
こ
れ
を
か
く
な
り
。

と
末
尾
に
「
愚
禿
親
鸞
」
と
あ
り
、
顕
智
が
聞
書
き
し
た
文
書
の

末
尾
に
親
鸞
が
自
書
署
名
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
2
）「
正
嘉
の
大
飢
饉
の
影
響
」
に
つ
い
て

　
前
述
し
た
よ
う
に
鶴
見
は
、
親
鸞
が
文
応
元
年
に
の
み
「
愚
禿

善
信
」「
善
信
」
と
記
し
た
背
景
に
正
嘉
の
大
飢
饉
を
挙
げ
る
。

　
確
か
に
「
こ
ぞ
（
去
年
）」
│
正
嘉
三
年
（
一
二
五
九
）
に
は
、

正
嘉
元
年
の
夏
の
旱
魃
に
続
き
、
翌
二
年
七
月
の
長
雨
・
低
温
、

九
月
の
暴
風
雨
の
襲
来
と
い
う
天
候
不
順
に
よ
っ
て
全
国
的
な
凶

作
と
な
り
、
食
量
不
足
の
結
果
同
年
冬
か
ら

0

0

0

0

0

翌
正
嘉
三
年
春
・
夏

に
か
け
て
諸
国
に
大
飢
饉
が
発
生
し
た
。
ま
た
、「
こ
と
し
（
今

年
）」
│
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
に
は
四
季
を
通
し
て
疫
病
が
大

流
行
し
、
い
ず
れ
も
多
く
の
死
者
を
出
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、『
吾
妻
鏡
』
等
の
当
時
の
史
書
に
は
火
災
（
建
長
六
年

一
月
・
鎌
倉
、
康
元
二
年
二
月
・
京
都
、
他
）、
暴
風
雨
（
建
長
六
年
七

月
）、
大
雨
・
洪
水
（
同
八
年
二
月
〜
八
月
）、
疫
病
（
赤
斑
瘡
）
の

流
行
（
同
年
八
月
〜
十
月
）、
大
地
震
（
正
嘉
元
年
五
月
〜
十
一
月
・

鎌
倉
、
他
）
と
い
っ
た
記
事
が
頻
出
し
て
お
り
、
当
時
に
お
い
て

そ
れ
ら
の
厄
災
は
む
し
ろ
日
常
的
で
す
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
建
長
か
ら
康
元
へ
の
改
元
（
一
二
五
六
）
以
来
、
正
嘉
、
正
元
、

文
応
、
弘
長
と
ほ
と
ん
ど
毎
年
の
よ
う
に
改
元
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
が
、
王
者
の
交
代
に
よ
る
「
代
始
改
元
」
で
あ
る
「
文
応
」、

三
革
（
革
令
（
甲
子
）・
革
運
（
戊
辰
）・
革
命
（
辛
酉
））
の
年
を

区
切
り
と
見
な
し
て
行
わ
れ
る
「
革
年
改
元
」
で
あ
る
「
弘
長
」

（
辛
酉
）
を
除
い
て
は
、
凶
事
に
際
し
て
そ
の
影
響
を
断
ち
切
る

た
め
の
「
災
異
改
元
」
で
あ
っ
た
。

　
親
鸞
自
身
、
幼
少
期
に
養
和
の
大
飢
饉
（
一
一
八
一
）、
関
東
時

代
に
は
所
謂
「
寛
喜
の
内
省
」
の
契
機
と
な
っ
た
寛
喜
の
大
飢
饉

（
一
二
三
〇
〜
一
）
を
経
験
し
て
い
る
し
、
こ
の
時
期
、
地
震
・

大
火
・
天
候
不
順
・
飢
饉
・
疫
病
と
い
っ
た
天
変
地
異
が
毎
年
の

よ
う
に
う
ち
続
く
、
そ
れ
こ
そ
「
多
く
の
人
々
の
死
に
あ
い
て
候

う
」
世
相
の
中
で
、
親
鸞
個
人
に
お
い
て
も
、
息
男
善
鸞
の
言
動

に
端
を
発
し
た
東
国
門
弟
の
混
乱
、
あ
る
い
は
寡
婦
と
な
っ
た
末

娘
覚
信
尼
と
そ
の
子
覚
恵
の
境
遇
に
心
を
痛
め
、
建
長
七
年
十
二

月
の
火
災
で
住
坊
を
焼
け
出
さ
れ
る
な
ど
、
公
私
に
わ
た
り
多
事

多
難
な
生
活
の
中
で
、
太
子
・
法
然
を
憶
念
し
な
が
ら
「
親
鸞
」

の
名
の
も
と
に
聖
教
を
書
き
、
多
く
の
法
語
・
書
簡
を
送
っ
て
い
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し
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
顕
智
本
」「
文
明
版
」
は
い
ず
れ
も
「
夢
告
讃
」
を
冒

頭
に
掲
げ
て
お
り
、
康
元
二
年
二
月
九
日
の
夢
告
が
『
正
像
末
和

讃
』
の
成
立
上
、
重
大
な
契
機
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
夢
告
の
主
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
圓
遵
が
、
二
月
九
日
は
折
し
も

親
鸞
が
『
百
十
四
首
太
子
和
讃
』
を
制
作
し
て
い
た
最
中
で
あ
り
、

太
子
尊
崇
の
念
が
著
し
く
高
揚
し
て
い
た
時
期
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
太
子
に
よ
る
夢
告
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

例
え
ば
山
田
恵
文
は
、
夢
告
の
感
得
は
、『
西
方
指
南
抄
』
の
執

筆
に
よ
っ
て
師
法
然
の
姿
に
出
遇
い
師
の
教
え
を
聞
思
し
て
い
く

こ
と
を
通
し
て
、
自
身
の
原
体
験
で
あ
る
「
雑
行
を
棄
て
て
本
願

に
帰
す
」（「
後
序
」）
回
心
を
親
鸞
が
再
確
認
し
た
出
来
事
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
夢
告
の
主
に
つ
い
て
は
太
子
・
法
然
両
説
あ
る
も

の
の
、「
草
稿
本
」
に
お
い
て
そ
れ
は
、

康
元
二
歳
丁ひ
の
と
の
み巳

二
月
九
日
の
夜
寅の

時に

夢の

告つ
げ

に
い
は
く

　
弥
陀
の
本
願
信
ず
べ
し
　
　
本
願
信
ず
る
ひ
と
は
み
な

　
　
摂
取
不
捨
の
利
益
に
て
　
無
上
覚
お
ば
さ
と
る
な
り

こ
の
和
讃
を
ゆ
め
に
お
ほ
せ
を
か
ふ
り
て
う
れ
し
さ
に
か

き
つ
け
ま
い
ら
せ
た
る
な
り

正
嘉
元
年
丁ひ

の
と
の
み巳

壬う
る
う

三
月
一
日

愚
禿
親
鸞
八
十
五
歳
書
之

と
、「
愚
禿
親
鸞
」
の
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。

（
ち
な
み
に
筆
者
は
「
夢
告
讃
」
の
本
文
並
び
に
添
書
の
「
お
ほ

せ
を
か
ぶ
り
て
」
の
語
か
ら
見
て
、
夢
告
の
主
は
法
然
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
和
語
聖
教
に
お
い
て
親
鸞
は
太
子
の
徳
を
「
仏
法
弘
興
」（『
七

十
五
首
和
讃
』）、
す
な
わ
ち
「
仏
法
を
こ
の
和
国
に
つ
た
え
ひ
ろ

め
お
は
し
ま
す
」「
こ
の
和
国
に
仏
教
の
と
も
し
び
を
つ
た
え
お

は
し
ま
す
」（『
尊
号
真
像
銘
文
』（
広
本
））、
あ
る
い
は
「
多
々
の

ご
と
く
す
て
ず
し
て
　
阿
摩
の
ご
と
く
に
そ
ひ
た
ま
ふ
」「
護
持

養
育
」（
文
明
版
「
聖
徳
奉
讃
」）
と
述
べ
て
い
る
が
、
法
然
に
関
し

て
は
、「
如
来
の
誓
願
に
は
義
な
き
を
義
と
す
」
と
の
「
大
師
聖

人
の
仰
」（
以
上
、「
真
蹟
書
簡
」）、「
た
ゞ
念
仏
し
て
弥
陀
に
た
す

け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
」
と
の
「
よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
」（
以
上
、

『
歎
異
抄
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
具
体
的
な
「
お
お
せ
」（
教
言
）

を
も
っ
て
そ
の
恩
徳
を
語
っ
て
い
る
。「
弥
陀
の
本
願
信
ず
べ

し
」と
は
親
鸞
に
と
っ
て
正
し
く
法
然
の
教
言
に
他
な
ら
な
い
。）

　
ま
た
、「
顕
智
本
」
に
は
な
く
、
直
前
に
「
親
鸞
八
十
八
歳
御

筆
」
の
あ
る
文
明
版
「
自
然
法
爾
章
」
も
、
専
修
寺
蔵
顕
智
筆

「
獲
得
名
号
自
然
法
爾
御
書
」
に
は
、

獲
字
は
、
因
位
の
と
き
う
る
を
獲
と
い
ふ
。
…
…
こ
れ
は
仏

（

）
4

（

）
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智
の
不
思
議
に
て
あ
る
な
り
。

愚
禿
親
鸞
八
十
六
歳

正
嘉
二
歳
戌
午
十
二
月
日
、
善
法
坊
僧
都
御
坊
、
三
条
と

み
の
こ
う
ぢ
の
御
坊
に
て
、
聖
人
に
あ
い
ま
い
ら
せ
て
の

き
ゝ
が
き
、
そ
の
と
き
顕
智
こ
れ
を
か
く
な
り
。

と
末
尾
に
「
愚
禿
親
鸞
」
と
あ
り
、
顕
智
が
聞
書
き
し
た
文
書
の

末
尾
に
親
鸞
が
自
書
署
名
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
2
）「
正
嘉
の
大
飢
饉
の
影
響
」
に
つ
い
て

　
前
述
し
た
よ
う
に
鶴
見
は
、
親
鸞
が
文
応
元
年
に
の
み
「
愚
禿

善
信
」「
善
信
」
と
記
し
た
背
景
に
正
嘉
の
大
飢
饉
を
挙
げ
る
。

　
確
か
に
「
こ
ぞ
（
去
年
）」
│
正
嘉
三
年
（
一
二
五
九
）
に
は
、

正
嘉
元
年
の
夏
の
旱
魃
に
続
き
、
翌
二
年
七
月
の
長
雨
・
低
温
、

九
月
の
暴
風
雨
の
襲
来
と
い
う
天
候
不
順
に
よ
っ
て
全
国
的
な
凶

作
と
な
り
、
食
量
不
足
の
結
果
同
年
冬
か
ら

0

0

0

0

0

翌
正
嘉
三
年
春
・
夏

に
か
け
て
諸
国
に
大
飢
饉
が
発
生
し
た
。
ま
た
、「
こ
と
し
（
今

年
）」
│
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
に
は
四
季
を
通
し
て
疫
病
が
大

流
行
し
、
い
ず
れ
も
多
く
の
死
者
を
出
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、『
吾
妻
鏡
』
等
の
当
時
の
史
書
に
は
火
災
（
建
長
六
年

一
月
・
鎌
倉
、
康
元
二
年
二
月
・
京
都
、
他
）、
暴
風
雨
（
建
長
六
年
七

月
）、
大
雨
・
洪
水
（
同
八
年
二
月
〜
八
月
）、
疫
病
（
赤
斑
瘡
）
の

流
行
（
同
年
八
月
〜
十
月
）、
大
地
震
（
正
嘉
元
年
五
月
〜
十
一
月
・

鎌
倉
、
他
）
と
い
っ
た
記
事
が
頻
出
し
て
お
り
、
当
時
に
お
い
て

そ
れ
ら
の
厄
災
は
む
し
ろ
日
常
的
で
す
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
建
長
か
ら
康
元
へ
の
改
元
（
一
二
五
六
）
以
来
、
正
嘉
、
正
元
、

文
応
、
弘
長
と
ほ
と
ん
ど
毎
年
の
よ
う
に
改
元
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
が
、
王
者
の
交
代
に
よ
る
「
代
始
改
元
」
で
あ
る
「
文
応
」、

三
革
（
革
令
（
甲
子
）・
革
運
（
戊
辰
）・
革
命
（
辛
酉
））
の
年
を

区
切
り
と
見
な
し
て
行
わ
れ
る
「
革
年
改
元
」
で
あ
る
「
弘
長
」

（
辛
酉
）
を
除
い
て
は
、
凶
事
に
際
し
て
そ
の
影
響
を
断
ち
切
る

た
め
の
「
災
異
改
元
」
で
あ
っ
た
。

　
親
鸞
自
身
、
幼
少
期
に
養
和
の
大
飢
饉
（
一
一
八
一
）、
関
東
時

代
に
は
所
謂
「
寛
喜
の
内
省
」
の
契
機
と
な
っ
た
寛
喜
の
大
飢
饉

（
一
二
三
〇
〜
一
）
を
経
験
し
て
い
る
し
、
こ
の
時
期
、
地
震
・

大
火
・
天
候
不
順
・
飢
饉
・
疫
病
と
い
っ
た
天
変
地
異
が
毎
年
の

よ
う
に
う
ち
続
く
、
そ
れ
こ
そ
「
多
く
の
人
々
の
死
に
あ
い
て
候

う
」
世
相
の
中
で
、
親
鸞
個
人
に
お
い
て
も
、
息
男
善
鸞
の
言
動

に
端
を
発
し
た
東
国
門
弟
の
混
乱
、
あ
る
い
は
寡
婦
と
な
っ
た
末

娘
覚
信
尼
と
そ
の
子
覚
恵
の
境
遇
に
心
を
痛
め
、
建
長
七
年
十
二

月
の
火
災
で
住
坊
を
焼
け
出
さ
れ
る
な
ど
、
公
私
に
わ
た
り
多
事

多
難
な
生
活
の
中
で
、
太
子
・
法
然
を
憶
念
し
な
が
ら
「
親
鸞
」

の
名
の
も
と
に
聖
教
を
書
き
、
多
く
の
法
語
・
書
簡
を
送
っ
て
い
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る
。

　
正
嘉
の
大
飢
饉
が
始
ま
る
正
嘉
二
年
の
冬
以
降
も
、
親
鸞
は
十

月
に
慶
信
の
「
上
書
」
を
加
筆
・
添
削
し
、
十
二
月
に
は
善
法
坊

に
お
い
て
上
洛
中
の
顕
智
に
「
獲
得
名
号
自
然
法
爾
」
の
法
語

（「
聞
書
」
末
尾
「
愚
禿
親
鸞
」）
を
語
り
、
翌
正
元
元
年
九
月
に
は

『
選
択
集
』
延
書
本
を
書
写
（
上
巻
本
・
下
巻
末
奥
書
「
愚
禿
親

鸞
」）。
閏
十
月
二
十
九
日
に
「
た
か
だ
の
入
道
」
か
ら
の
書
簡
へ

の
「
返
信
」（
末
尾
「
親
鸞
（
花
押
）」）
を
認
め
、
続
く
文
応
元
年

十
月
二
十
一
日
に
は
唯
信
宛
に
十
二
光
仏
に
つ
い
て
の
自
著
の
送

付
を
約
束
す
る
「
書
簡
」（
末
尾
記
名
な
し
）
を
送
り
、
十
一
月
十

三
日
に
乗
信
宛
に
「
書
簡
」（
文
中
・
末
尾
「
善
信

0

0

」）
を
送
り
、
十

二
月
二
日
に
は
十
二
光
仏
に
つ
い
て
記
し
た
『
弥
陀
如
来
名
号

徳
』（
奥
書
「
愚
禿
親
鸞
」）
を
書
写
し
て
い
る
。

　
正
嘉
の
大
飢
饉
の
影
響
で
「
善
信
」
と
名
の
っ
た
と
い
う
主
張

を
裏
付
け
る
も
の
は
文
応
元
年
十
一
月
の
乗
信
宛
「
書
簡
」（『
末

灯
鈔
』
第
六
通
）、
た
だ
一
例
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

（
3
）
文
応
元
年
乗
信
宛
「
書
簡
」
に
つ
い
て

　
こ
の
乗
信
宛
「
書
簡
」
で
あ
る
が
、
文
中
に
親
鸞
は
自
ら
を

「
善
信
」
と
名
の
り
、
末
尾
に
は
、

　
文
応
元
年
十
一
月
十
三
日 

善
信
八
十
八
歳

乗
信
御
房

と
署
名
し
て
い
る
。

　
こ
の
「
書
簡
」
に
お
い
て
親
鸞
は
確
か
に

故
法
然
聖
人
は
「
浄
土
宗
の
ひ
と
は
愚
者
に
な
り
て
往
生

す
」
と
候
し
こ
と
を
、
た
し
か
に
う
け
た
ま
は
り
候
し
う
へ

に
、
も
の
も
お
ぼ
え
ぬ
あ
さ
ま
し
き
人
々
の
ま
い
り
た
る
を

御
覧
じ
て
は
、
往
生
必
定
す
べ
し
と
て
、
え
ま
せ
た
ま
ひ
し

を
み
ま
い
ら
せ
候
き
。
ふ
み
さ
た
し
て
、
さ
か
〳
〵
し
き
ひ

と
の
ま
い
り
た
る
を
ば
、
往
生
は
い
か
ゞ
あ
ら
ん
ず
ら
ん
と
、

た
し
か
に
う
け
た
ま
は
り
き
。
い
ま
に
い
た
る
ま
で
、
お
も

ひ
あ
は
せ
ら
れ
候
な
り
。

と
い
う
吉
水
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
回
想
し
て
は
い
る
も
の
の
、

「
善
信
」
の
名
で
語
る
そ
の
内
容
は
、

ま
づ
善
信
が
身
に
は
、
臨
終
の
善
悪
を
ば
ま
ふ
さ
ず
、
信
心

決
定
の
ひ
と
は
、
う
た
が
ひ
な
け
れ
ば
正
定
聚
に
住
す
る
こ

と
に
て
候
な
り
。
さ
れ
ば
こ
そ
愚
痴
無
智
の
ひ
と
も
、
お
は

り
も
め
で
た
く
候
へ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
彼
独
自
の
思
想
で
あ
る
「
現
生
正
定

聚
」
の
主
張
に
な
っ
て
い
る
。

如
来
の
御
は
か
ら
ひ
に
て
往
生
す
る
よ
し
、
ひ
と
〴
〵
ま
ふ

さ
れ
候
け
る
、
す
こ
し
も
た
が
は
ず
候
な
り
。
と
し
ご
ろ
、
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を
の
〳
〵
に
ま
ふ
し
候
し
こ
と
、
た
が
は
ず
こ
そ
候
へ
。

　
人
々
が
「
如
来
の
御
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
往
生
す
る
」
と
述
べ

て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
し
、
従
来
自
分
が
繰
り
返
し
申
し

述
べ
て
き
た
こ
と
と
相
違
し
な
い
と
述
べ
た
後
、
親
鸞
は
続
け
る
。

か
ま
へ
て
学
生
沙
汰
せ
さ
せ
た
ま
ひ
候
は
で
、
往
生
を
と
げ

さ
せ
た
ま
ひ
候
べ
し
。

　
こ
れ
ら
の
文
に
続
い
て
親
鸞
は
、
前
掲
の
吉
水
時
代
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
挙
げ
、
さ
ら
に
は

ひ
と
〴
〵
に
す
か
さ
れ
さ
せ
た
ま
は
で
、
御
信
心
た
ぢ
ろ
か

せ
た
ま
は
ず
し
て
、
を
の
〳
〵
御
往
生
候
べ
き
な
り
。

と
述
べ
、
最
後
に
、

乗
信
房
に
か
や
う
に
ま
ふ
し
さ
ふ
ら
ふ
や
う
を
、
ひ
と
〴
〵

に
も
ま
ふ
さ
れ
候
べ
し
。

と
記
し
て
こ
の
「
書
簡
」
を
終
わ
っ
て
い
く
。

　
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
正
嘉
の
大
飢
饉
等
に
よ
っ
て
多
く
の

人
々
が
亡
く
な
っ
た
世
情
を
背
景
と
し
て
、
当
時
東
国
で
、
臨
終

の
善
し
悪
し
に
関
連
し
た
「
学
生
沙
汰
」
が
流
行
し
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
親
鸞
は
、
吉
水
時
代
の
法
然
の
言
動
を
根
拠
と

し
て
、「
学
生
沙
汰
」
に
陥
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
人
々
の
信
心

の
動
揺
を
戒
め
、
事
態
へ
の
対
応
と
し
て
自
分
の
言
葉
を
広
く
同

朋
に
伝
え
る
よ
う
乗
信
に
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
書
簡
」
に
先
立
つ
乗
信
か
ら
の
書
簡
に
は
当
然
東
国
で

の
「
学
生
沙
汰
」
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
こ

に
は
「
善
信
（
房
）
の
教
え
は
…
…
」
と
い
っ
た
親
鸞
を
名
指
し

で
批
難
し
た
文
言
も
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
実
名
敬
避
俗
」
が
常
識
で
あ
っ
た
当
時
、
東
国
の
批
判
者
達
も

親
鸞
を
実
名
で
呼
ぶ
こ
と
は
避
け
た
で
あ
ろ
う
し
、
実
際
の
現
場

で
彼
ら
が
親
鸞
を
実
名
で
罵
っ
た
と
し
て
も
、
門
弟
で
あ
る
乗
信

が
実
名
「
親
鸞
」
を
避
け
て
房
号
「
善
信
」
の
呼
称
を
用
い
た
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
批
判
に
対
す
る
回
答
と
し
て
親
鸞
は
「
ま
ず
善

信
が
身
に
は
」
と
「
善
信
」
の
房
号
を
用
い
た
、
と
筆
者
は
考
え

る
の
で
あ
る
。

　
当
時
東
国
で
横
行
し
た
「
学
生
沙
汰
」
の
詳
細
は
知
り
得
べ
く

も
な
い
が
、
無
住
『
沙
石
集
』
に
は
「
浄
土
門
ノ
人
ノ
神
明
ヲ

軽
か
ろ
ん
じ

テ
蒙る
レ

罰を

事
」
の
一
段
が
あ
り
、
鎮
西
の
「
浄
土
宗
ノ
学
生

ノ
俗
」
で
あ
っ
た
地
頭
が
所
領
内
の
検
地
の
際
に
発
見
し
た
神
田

（
神
社
の
用
に
充
て
る
田
で
不
輸
祖
田
）
の
中
の
余
田
（
台
帳
面

積
よ
り
余
分
の
田
）
を
取
り
上
げ
、
社
僧
神
官
ら
の
「
返
還
し
な

け
れ
ば
呪
詛
す
る
」
と
の
要
求
に
も
「
自
分
は
呪
詛
な
ど
恐
れ
な

い
。
浄
土
門
の
行
人
で
あ
る
自
分
に
神
明
が
罰
を
与
え
る
は
ず
は

な
い
」
と
応
じ
な
か
っ
た
が
、
最
期
に
は
無
惨
に
病
死
し
、
そ
の
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る
。

　
正
嘉
の
大
飢
饉
が
始
ま
る
正
嘉
二
年
の
冬
以
降
も
、
親
鸞
は
十

月
に
慶
信
の
「
上
書
」
を
加
筆
・
添
削
し
、
十
二
月
に
は
善
法
坊

に
お
い
て
上
洛
中
の
顕
智
に
「
獲
得
名
号
自
然
法
爾
」
の
法
語

（「
聞
書
」
末
尾
「
愚
禿
親
鸞
」）
を
語
り
、
翌
正
元
元
年
九
月
に
は

『
選
択
集
』
延
書
本
を
書
写
（
上
巻
本
・
下
巻
末
奥
書
「
愚
禿
親

鸞
」）。
閏
十
月
二
十
九
日
に
「
た
か
だ
の
入
道
」
か
ら
の
書
簡
へ

の
「
返
信
」（
末
尾
「
親
鸞
（
花
押
）」）
を
認
め
、
続
く
文
応
元
年

十
月
二
十
一
日
に
は
唯
信
宛
に
十
二
光
仏
に
つ
い
て
の
自
著
の
送

付
を
約
束
す
る
「
書
簡
」（
末
尾
記
名
な
し
）
を
送
り
、
十
一
月
十

三
日
に
乗
信
宛
に
「
書
簡
」（
文
中
・
末
尾
「
善
信

0

0

」）
を
送
り
、
十

二
月
二
日
に
は
十
二
光
仏
に
つ
い
て
記
し
た
『
弥
陀
如
来
名
号

徳
』（
奥
書
「
愚
禿
親
鸞
」）
を
書
写
し
て
い
る
。

　
正
嘉
の
大
飢
饉
の
影
響
で
「
善
信
」
と
名
の
っ
た
と
い
う
主
張

を
裏
付
け
る
も
の
は
文
応
元
年
十
一
月
の
乗
信
宛
「
書
簡
」（『
末

灯
鈔
』
第
六
通
）、
た
だ
一
例
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

（
3
）
文
応
元
年
乗
信
宛
「
書
簡
」
に
つ
い
て

　
こ
の
乗
信
宛
「
書
簡
」
で
あ
る
が
、
文
中
に
親
鸞
は
自
ら
を

「
善
信
」
と
名
の
り
、
末
尾
に
は
、

　
文
応
元
年
十
一
月
十
三
日 

善
信
八
十
八
歳

乗
信
御
房

と
署
名
し
て
い
る
。

　
こ
の
「
書
簡
」
に
お
い
て
親
鸞
は
確
か
に

故
法
然
聖
人
は
「
浄
土
宗
の
ひ
と
は
愚
者
に
な
り
て
往
生

す
」
と
候
し
こ
と
を
、
た
し
か
に
う
け
た
ま
は
り
候
し
う
へ

に
、
も
の
も
お
ぼ
え
ぬ
あ
さ
ま
し
き
人
々
の
ま
い
り
た
る
を

御
覧
じ
て
は
、
往
生
必
定
す
べ
し
と
て
、
え
ま
せ
た
ま
ひ
し

を
み
ま
い
ら
せ
候
き
。
ふ
み
さ
た
し
て
、
さ
か
〳
〵
し
き
ひ

と
の
ま
い
り
た
る
を
ば
、
往
生
は
い
か
ゞ
あ
ら
ん
ず
ら
ん
と
、

た
し
か
に
う
け
た
ま
は
り
き
。
い
ま
に
い
た
る
ま
で
、
お
も

ひ
あ
は
せ
ら
れ
候
な
り
。

と
い
う
吉
水
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
回
想
し
て
は
い
る
も
の
の
、

「
善
信
」
の
名
で
語
る
そ
の
内
容
は
、

ま
づ
善
信
が
身
に
は
、
臨
終
の
善
悪
を
ば
ま
ふ
さ
ず
、
信
心

決
定
の
ひ
と
は
、
う
た
が
ひ
な
け
れ
ば
正
定
聚
に
住
す
る
こ

と
に
て
候
な
り
。
さ
れ
ば
こ
そ
愚
痴
無
智
の
ひ
と
も
、
お
は

り
も
め
で
た
く
候
へ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
彼
独
自
の
思
想
で
あ
る
「
現
生
正
定

聚
」
の
主
張
に
な
っ
て
い
る
。

如
来
の
御
は
か
ら
ひ
に
て
往
生
す
る
よ
し
、
ひ
と
〴
〵
ま
ふ

さ
れ
候
け
る
、
す
こ
し
も
た
が
は
ず
候
な
り
。
と
し
ご
ろ
、
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を
の
〳
〵
に
ま
ふ
し
候
し
こ
と
、
た
が
は
ず
こ
そ
候
へ
。

　
人
々
が
「
如
来
の
御
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
往
生
す
る
」
と
述
べ

て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
し
、
従
来
自
分
が
繰
り
返
し
申
し

述
べ
て
き
た
こ
と
と
相
違
し
な
い
と
述
べ
た
後
、
親
鸞
は
続
け
る
。

か
ま
へ
て
学
生
沙
汰
せ
さ
せ
た
ま
ひ
候
は
で
、
往
生
を
と
げ

さ
せ
た
ま
ひ
候
べ
し
。

　
こ
れ
ら
の
文
に
続
い
て
親
鸞
は
、
前
掲
の
吉
水
時
代
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
挙
げ
、
さ
ら
に
は

ひ
と
〴
〵
に
す
か
さ
れ
さ
せ
た
ま
は
で
、
御
信
心
た
ぢ
ろ
か

せ
た
ま
は
ず
し
て
、
を
の
〳
〵
御
往
生
候
べ
き
な
り
。

と
述
べ
、
最
後
に
、

乗
信
房
に
か
や
う
に
ま
ふ
し
さ
ふ
ら
ふ
や
う
を
、
ひ
と
〴
〵

に
も
ま
ふ
さ
れ
候
べ
し
。

と
記
し
て
こ
の
「
書
簡
」
を
終
わ
っ
て
い
く
。

　
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
正
嘉
の
大
飢
饉
等
に
よ
っ
て
多
く
の

人
々
が
亡
く
な
っ
た
世
情
を
背
景
と
し
て
、
当
時
東
国
で
、
臨
終

の
善
し
悪
し
に
関
連
し
た
「
学
生
沙
汰
」
が
流
行
し
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
親
鸞
は
、
吉
水
時
代
の
法
然
の
言
動
を
根
拠
と

し
て
、「
学
生
沙
汰
」
に
陥
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
人
々
の
信
心

の
動
揺
を
戒
め
、
事
態
へ
の
対
応
と
し
て
自
分
の
言
葉
を
広
く
同

朋
に
伝
え
る
よ
う
乗
信
に
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
書
簡
」
に
先
立
つ
乗
信
か
ら
の
書
簡
に
は
当
然
東
国
で

の
「
学
生
沙
汰
」
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
こ

に
は
「
善
信
（
房
）
の
教
え
は
…
…
」
と
い
っ
た
親
鸞
を
名
指
し

で
批
難
し
た
文
言
も
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
実
名
敬
避
俗
」
が
常
識
で
あ
っ
た
当
時
、
東
国
の
批
判
者
達
も

親
鸞
を
実
名
で
呼
ぶ
こ
と
は
避
け
た
で
あ
ろ
う
し
、
実
際
の
現
場

で
彼
ら
が
親
鸞
を
実
名
で
罵
っ
た
と
し
て
も
、
門
弟
で
あ
る
乗
信

が
実
名
「
親
鸞
」
を
避
け
て
房
号
「
善
信
」
の
呼
称
を
用
い
た
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
批
判
に
対
す
る
回
答
と
し
て
親
鸞
は
「
ま
ず
善

信
が
身
に
は
」
と
「
善
信
」
の
房
号
を
用
い
た
、
と
筆
者
は
考
え

る
の
で
あ
る
。

　
当
時
東
国
で
横
行
し
た
「
学
生
沙
汰
」
の
詳
細
は
知
り
得
べ
く

も
な
い
が
、
無
住
『
沙
石
集
』
に
は
「
浄
土
門
ノ
人
ノ
神
明
ヲ

軽
か
ろ
ん
じ

テ
蒙る
レ

罰を

事
」
の
一
段
が
あ
り
、
鎮
西
の
「
浄
土
宗
ノ
学
生

ノ
俗
」
で
あ
っ
た
地
頭
が
所
領
内
の
検
地
の
際
に
発
見
し
た
神
田

（
神
社
の
用
に
充
て
る
田
で
不
輸
祖
田
）
の
中
の
余
田
（
台
帳
面

積
よ
り
余
分
の
田
）
を
取
り
上
げ
、
社
僧
神
官
ら
の
「
返
還
し
な

け
れ
ば
呪
詛
す
る
」
と
の
要
求
に
も
「
自
分
は
呪
詛
な
ど
恐
れ
な

い
。
浄
土
門
の
行
人
で
あ
る
自
分
に
神
明
が
罰
を
与
え
る
は
ず
は

な
い
」
と
応
じ
な
か
っ
た
が
、
最
期
に
は
無
惨
に
病
死
し
、
そ
の
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母
、
息
子
も
相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
話
や
、
あ
る
念
仏
者

の
「
法
華
経
を
読
む
の
は
雑
行
で
あ
り
、
必
ず
地
獄
に
落
ち
る
」

と
の
教
え
に
よ
っ
て
読
経
を
捨
て
た
北
国
の
「
千
部
ノ
経
ヲ
読
ミ

タ
ル
持
経
者
」
が
病
魔
に
侵
さ
れ
、
最
期
は
唇
・
舌
を
食
い
ち
ぎ

っ
て
狂
死
し
た
話
な
ど
を
載
せ
て
、
専
修
念
仏
者
の
臨
終
の
悪
相

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
伝
え
て
い
る
。

　
無
住
は
こ
の
一
段
に
お
い
て
、

凡お
よ
そ

念
仏
宗
ハ
、
濁
世
相
応
ノ
要
門
、
凡
夫
出
離
ノ
直
路
也
。

実
ニ
目
出
度
キ
宗
ナ
ル
程
ニ
、
余
行
余
善
ヲ
撰
ミ
、
自
余
ノ

仏
菩
薩
神
明
マ
デ
モ
軽か
ろ
し

メ
、
諸
大
乗
ノ
法
門
ヲ
モ
謗
ズ
ル

事
ア
リ
。
此の

俗
諸
行
往
生
ヲ
許
サ
ヌ
流な

が
れ

ニ
テ
、
事の

外
ニ
心

エ
ズ
シ
テ
、
余
ノ
仏
菩
薩
ヲ
モ
軽
メ
ケ
ル
人
ナ
リ
。
…
…
又

中な
か

比ご
ろ

、
都
ニ
念
仏
門
流
布
シ
テ
、
悪
人
ノ
往
生
ス
ベ
キ
ヨ
シ

イ
ヒ
タ
テ
ヽ
、
戒
ヲ
モ
タ
モ
チ
、
経
ヲ
モ
読よ
む

人
ハ
、
往
生
ス

マ
ジ
キ
様
ヲ
、
曼
荼
羅
ニ
図
シ
テ
、
貴
ゲ
ナ
ル
僧
ノ
経
ヲ
読

ミ
テ
居
タ
ル
ニ
ハ
、
光
明
サ
ヽ
ズ
シ
テ
、
殺
生
ス
ル
モ
ノ
ニ
、

摂
取
ノ
光
明
サ
シ
給
ヘ
ル
ヤ
ウ
ヲ
書
キ
テ
、
世
間
ニ
モ
テ
遊

ビ
ケ
ル
比こ
ろ

、
南
都
ヨ
リ
公
家
ヘ
奏
状
ヲ
奉
ル
事
ア
リ
ケ
リ
。

其の

状
ノ
中
ニ
云
ク
、「
彼
ノ
地
獄
ノ
絵
ヲ
見
ル
者
ハ
、
悪
ヲ

作つ
く
り

シ
事
ヲ
悔く

ひ

、
此
ノ
曼
荼
羅
ヲ
拝
ス
ル
者
ハ
、
善
ヲ
修
セ

シ
事
ヲ
悲
ム
」
ト
イ
ヒ
ケ
リ
。

と
述
べ
、「
諸
行
往
生
を
許
さ
ぬ
流
」
で
あ
る
法
然
門
下
の
専
修

念
仏
者
の
造
悪
無
碍
の
所
業
を
挙
げ
、「
摂
取
不
捨
の
曼
陀
羅
」

を
問
責
す
る
『
興
福
寺
奏
状
』
の
提
出
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　
無
住
は
ま
た
「
余
行
ノ
往
生
」
を
認
め
る
経
釈
の
文
と
し
て

『
観
経
』
の
三
福
の
文
（
取
意
）、『
大
経
』
の
第
十
九
修
諸
功

徳
・
来
迎
引
接
の
願
、
第
二
十
植
諸
徳
本
・
係
念
定
生
の
願
、
善

導
『
般
舟
讃
』
の
「
万
行
倶に

回す
れ
ば　

皆
得
レ

往く
こ
と
を」、「

散
善
義
」
の

「
雖も
レ

可し
と㆓

回
向し

て

 

得
淫生ず

る
こ
と
を

、　 

衆
名
疎
雑
之
行
」
の
文
を
挙
げ
、
余

行
も
回
向
す
れ
ば
往
生
可
能
で
あ
る
と
述
べ
る
、
と
い
う
ま
さ
し

く
「
学
生
沙
汰
」
を
も
行
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
乗
信
宛
「
書
簡
」
の
文
面
と
そ
の
背
景
を
忠

実
に
た
ど
れ
ば
、
吉
水
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
正
嘉
の
大
飢
饉

等
を
背
景
と
し
て
生
じ
た
批
難
に
対
し
て
専
修
念
仏
者
が
採
る
べ

き
態
度
│
「
学
生
沙
汰
」
に
耳
を
貸
す
こ
と
な
く
、「
愚
者
に
な

り
て
」「
た
ゞ
念
仏
し
て
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
と
、

よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
を
か
ふ
り
て
、
信
」（『
歎
異
抄
』）
じ
て
「
往

生
す
」
べ
し
│
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

　
正
嘉
の
大
飢
饉
の
衝
撃
が
八
十
八
歳
の
親
鸞
に
「
善
信
」
の
実

名
を
用
い
さ
せ
た
と
す
る
論
理
は
、
短
絡
的
か
つ
皮
相
的
過
ぎ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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た
だ
、
筆
者
も
正
嘉
の
大
飢
饉
等
の
災
害
が
親
鸞
に
何
ら
の
衝

撃
を
与
え
な
か
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
「
善
信
の

名
の
り
に
関
し
て
は
…
…
」
で
あ
り
、
二
種
回
向
・
現
生
正
定
聚

と
い
っ
た
思
想
の
強
調
に
対
し
て
は
む
し
ろ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
い
さ
さ
か
本
論
の
趣
旨
か
ら
は
外
れ
る
が
、
飢
饉
や
疫
病
に
よ

っ
て
多
く
の
人
々
が
非
業
の
死
を
遂
げ
た
状
況
下
で
「
臨
終
に
悪

相
を
現
じ
て
死
ん
で
い
っ
た
お
前
の
家
族
・
知
人
は
往
生
出
来
て

い
な
い
。
法
然
・
親
鸞
の
教
え
な
ん
ぞ
を
信
じ
た
ば
か
り
に
」
と

い
っ
た
専
修
念
仏
批
判
が
ど
れ
ほ
ど
残
酷
に
、
遺
族
・
友
人
を
精

神
的
に
追
い
詰
め
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
に
対
し
て
親
鸞
は
、

た
ゞ
し
生
死
無
常
の
こ
と
は
り
、
く
は
し
く
如
来
の
と
き
を

か
せ
お
は
し
ま
し
て
さ
ふ
ら
ふ
う
へ
は
、
お
ど
ろ
き
お
ぼ
し

め
す
べ
か
ら
ず
さ
ふ
ら
ふ
。

と
、
釈
尊
の
教
説
に
あ
る
通
り
生
死
は
無
常
で
あ
る
か
ら
誰
し
も

が
必
ず
臨
終
正
念
の
相
を
取
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
の

よ
う
な
世
情
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
臨
終
の
相
を
問
題
と
は
せ
ず
、

本
願
念
仏
の
信
心
を
平
生
に
決
定
せ
よ
、
と
勧
め
続
け
た
の
で
あ

る
。（
井
上
尚
実
は
こ
の
「
書
簡
」
が
語
ら
れ
た
文
脈
を
考
慮
し

て
、「
親
鸞
の
言
葉
は
、
大
災
害
に
よ
っ
て
家
族
や
知
人
を
失
い

悲
嘆
に
く
れ
る
人
び
と
に
、
自
信
と
希
望
を
与
え
る
働
き
を
も
つ

慈
悲
の
表
現
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。）

　
ま
た
、「
書
簡
」
末
尾
の
「
善
信
八
十
八
歳
」
の
署
名
に
つ
い
て
も

若
干
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
「
書
簡
」
は
『
末
灯
鈔
』
最
古
の
写
本
で
あ
る
滋
賀
県
慈

敬
寺
蔵
の
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）、
乗
専
書
写
本
（
本
巻
）
に
収

め
ら
れ
、
末
尾
に
、

こ
の
御
消
息
の
正
本
は
坂
東
下
野
国
お
ほ
う
ち
の
庄
高
田
に
こ
れ

あ
る
な
り
と
云
々
。

の
追
記
が
あ
る
が
、
親
鸞
真
蹟
は
現
存
し
て
い
な
い
。

　
『
親
鸞
聖
人
門
侶
交
名
牒
』
に
拠
れ
ば
、
乗
信
は
常
陸
国
奥
郡

の
在
住
で
即
信
、
性
観
、
得
善
、
性
証
、
誓
念
、
覚
念
、
明
教
ら

を
門
弟
と
し
て
い
た
。

　
お
そ
ら
く
乗
信
は
親
鸞
の
指
示
に
従
っ
て
、
こ
の
「
書
簡
」
を

即
信
ら
の
前
で
朗
読
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
対
応
に
苦
慮
す
る
東
国

の
各
道
場
に
こ
れ
を
回
覧
し
、
各
道
場
に
お
い
て
書
写
も
な
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
親
鸞
直
筆
の
「
書
簡
」
は
乗
信
の
手
元

に
残
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
多
屋
頼
俊
に
よ
れ
ば
、
こ
の
乗
信
宛
「
書
簡
」
は
室
町
中
期
の

写
本
と
推
定
さ
れ
る
愛
知
県
浄
光
寺
蔵
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
』

（
全
二
十
通
・
以
下
、
浄
光
寺
本
）
の
第
九
通
に
も
収
め
ら
れ
て

（

）
6

（

）
7
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母
、
息
子
も
相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
話
や
、
あ
る
念
仏
者

の
「
法
華
経
を
読
む
の
は
雑
行
で
あ
り
、
必
ず
地
獄
に
落
ち
る
」

と
の
教
え
に
よ
っ
て
読
経
を
捨
て
た
北
国
の
「
千
部
ノ
経
ヲ
読
ミ

タ
ル
持
経
者
」
が
病
魔
に
侵
さ
れ
、
最
期
は
唇
・
舌
を
食
い
ち
ぎ

っ
て
狂
死
し
た
話
な
ど
を
載
せ
て
、
専
修
念
仏
者
の
臨
終
の
悪
相

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
伝
え
て
い
る
。

　
無
住
は
こ
の
一
段
に
お
い
て
、

凡お
よ
そ

念
仏
宗
ハ
、
濁
世
相
応
ノ
要
門
、
凡
夫
出
離
ノ
直
路
也
。

実
ニ
目
出
度
キ
宗
ナ
ル
程
ニ
、
余
行
余
善
ヲ
撰
ミ
、
自
余
ノ

仏
菩
薩
神
明
マ
デ
モ
軽か
ろ
し

メ
、
諸
大
乗
ノ
法
門
ヲ
モ
謗
ズ
ル

事
ア
リ
。
此の

俗
諸
行
往
生
ヲ
許
サ
ヌ
流な

が
れ

ニ
テ
、
事の

外
ニ
心

エ
ズ
シ
テ
、
余
ノ
仏
菩
薩
ヲ
モ
軽
メ
ケ
ル
人
ナ
リ
。
…
…
又

中な
か

比ご
ろ

、
都
ニ
念
仏
門
流
布
シ
テ
、
悪
人
ノ
往
生
ス
ベ
キ
ヨ
シ

イ
ヒ
タ
テ
ヽ
、
戒
ヲ
モ
タ
モ
チ
、
経
ヲ
モ
読よ
む

人
ハ
、
往
生
ス

マ
ジ
キ
様
ヲ
、
曼
荼
羅
ニ
図
シ
テ
、
貴
ゲ
ナ
ル
僧
ノ
経
ヲ
読

ミ
テ
居
タ
ル
ニ
ハ
、
光
明
サ
ヽ
ズ
シ
テ
、
殺
生
ス
ル
モ
ノ
ニ
、

摂
取
ノ
光
明
サ
シ
給
ヘ
ル
ヤ
ウ
ヲ
書
キ
テ
、
世
間
ニ
モ
テ
遊

ビ
ケ
ル
比こ
ろ

、
南
都
ヨ
リ
公
家
ヘ
奏
状
ヲ
奉
ル
事
ア
リ
ケ
リ
。

其の

状
ノ
中
ニ
云
ク
、「
彼
ノ
地
獄
ノ
絵
ヲ
見
ル
者
ハ
、
悪
ヲ

作つ
く
り

シ
事
ヲ
悔く

ひ

、
此
ノ
曼
荼
羅
ヲ
拝
ス
ル
者
ハ
、
善
ヲ
修
セ

シ
事
ヲ
悲
ム
」
ト
イ
ヒ
ケ
リ
。

と
述
べ
、「
諸
行
往
生
を
許
さ
ぬ
流
」
で
あ
る
法
然
門
下
の
専
修

念
仏
者
の
造
悪
無
碍
の
所
業
を
挙
げ
、「
摂
取
不
捨
の
曼
陀
羅
」

を
問
責
す
る
『
興
福
寺
奏
状
』
の
提
出
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　
無
住
は
ま
た
「
余
行
ノ
往
生
」
を
認
め
る
経
釈
の
文
と
し
て

『
観
経
』
の
三
福
の
文
（
取
意
）、『
大
経
』
の
第
十
九
修
諸
功

徳
・
来
迎
引
接
の
願
、
第
二
十
植
諸
徳
本
・
係
念
定
生
の
願
、
善

導
『
般
舟
讃
』
の
「
万
行
倶に

回す
れ
ば　

皆
得
レ

往く
こ
と
を」、「

散
善
義
」
の

「
雖も
レ

可し
と㆓

回
向し

て

 

得
淫生ず

る
こ
と
を

、　 

衆
名
疎
雑
之
行
」
の
文
を
挙
げ
、
余

行
も
回
向
す
れ
ば
往
生
可
能
で
あ
る
と
述
べ
る
、
と
い
う
ま
さ
し

く
「
学
生
沙
汰
」
を
も
行
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
乗
信
宛
「
書
簡
」
の
文
面
と
そ
の
背
景
を
忠

実
に
た
ど
れ
ば
、
吉
水
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
正
嘉
の
大
飢
饉

等
を
背
景
と
し
て
生
じ
た
批
難
に
対
し
て
専
修
念
仏
者
が
採
る
べ

き
態
度
│
「
学
生
沙
汰
」
に
耳
を
貸
す
こ
と
な
く
、「
愚
者
に
な

り
て
」「
た
ゞ
念
仏
し
て
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
と
、

よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
を
か
ふ
り
て
、
信
」（『
歎
異
抄
』）
じ
て
「
往

生
す
」
べ
し
│
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

　
正
嘉
の
大
飢
饉
の
衝
撃
が
八
十
八
歳
の
親
鸞
に
「
善
信
」
の
実

名
を
用
い
さ
せ
た
と
す
る
論
理
は
、
短
絡
的
か
つ
皮
相
的
過
ぎ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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た
だ
、
筆
者
も
正
嘉
の
大
飢
饉
等
の
災
害
が
親
鸞
に
何
ら
の
衝

撃
を
与
え
な
か
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
「
善
信
の

名
の
り
に
関
し
て
は
…
…
」
で
あ
り
、
二
種
回
向
・
現
生
正
定
聚

と
い
っ
た
思
想
の
強
調
に
対
し
て
は
む
し
ろ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
い
さ
さ
か
本
論
の
趣
旨
か
ら
は
外
れ
る
が
、
飢
饉
や
疫
病
に
よ

っ
て
多
く
の
人
々
が
非
業
の
死
を
遂
げ
た
状
況
下
で
「
臨
終
に
悪

相
を
現
じ
て
死
ん
で
い
っ
た
お
前
の
家
族
・
知
人
は
往
生
出
来
て

い
な
い
。
法
然
・
親
鸞
の
教
え
な
ん
ぞ
を
信
じ
た
ば
か
り
に
」
と

い
っ
た
専
修
念
仏
批
判
が
ど
れ
ほ
ど
残
酷
に
、
遺
族
・
友
人
を
精

神
的
に
追
い
詰
め
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
に
対
し
て
親
鸞
は
、

た
ゞ
し
生
死
無
常
の
こ
と
は
り
、
く
は
し
く
如
来
の
と
き
を

か
せ
お
は
し
ま
し
て
さ
ふ
ら
ふ
う
へ
は
、
お
ど
ろ
き
お
ぼ
し

め
す
べ
か
ら
ず
さ
ふ
ら
ふ
。

と
、
釈
尊
の
教
説
に
あ
る
通
り
生
死
は
無
常
で
あ
る
か
ら
誰
し
も

が
必
ず
臨
終
正
念
の
相
を
取
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
の

よ
う
な
世
情
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
臨
終
の
相
を
問
題
と
は
せ
ず
、

本
願
念
仏
の
信
心
を
平
生
に
決
定
せ
よ
、
と
勧
め
続
け
た
の
で
あ

る
。（
井
上
尚
実
は
こ
の
「
書
簡
」
が
語
ら
れ
た
文
脈
を
考
慮
し

て
、「
親
鸞
の
言
葉
は
、
大
災
害
に
よ
っ
て
家
族
や
知
人
を
失
い

悲
嘆
に
く
れ
る
人
び
と
に
、
自
信
と
希
望
を
与
え
る
働
き
を
も
つ

慈
悲
の
表
現
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。）

　
ま
た
、「
書
簡
」
末
尾
の
「
善
信
八
十
八
歳
」
の
署
名
に
つ
い
て
も

若
干
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
「
書
簡
」
は
『
末
灯
鈔
』
最
古
の
写
本
で
あ
る
滋
賀
県
慈

敬
寺
蔵
の
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）、
乗
専
書
写
本
（
本
巻
）
に
収

め
ら
れ
、
末
尾
に
、

こ
の
御
消
息
の
正
本
は
坂
東
下
野
国
お
ほ
う
ち
の
庄
高
田
に
こ
れ

あ
る
な
り
と
云
々
。

の
追
記
が
あ
る
が
、
親
鸞
真
蹟
は
現
存
し
て
い
な
い
。

　
『
親
鸞
聖
人
門
侶
交
名
牒
』
に
拠
れ
ば
、
乗
信
は
常
陸
国
奥
郡

の
在
住
で
即
信
、
性
観
、
得
善
、
性
証
、
誓
念
、
覚
念
、
明
教
ら

を
門
弟
と
し
て
い
た
。

　
お
そ
ら
く
乗
信
は
親
鸞
の
指
示
に
従
っ
て
、
こ
の
「
書
簡
」
を

即
信
ら
の
前
で
朗
読
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
対
応
に
苦
慮
す
る
東
国

の
各
道
場
に
こ
れ
を
回
覧
し
、
各
道
場
に
お
い
て
書
写
も
な
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
親
鸞
直
筆
の
「
書
簡
」
は
乗
信
の
手
元

に
残
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
多
屋
頼
俊
に
よ
れ
ば
、
こ
の
乗
信
宛
「
書
簡
」
は
室
町
中
期
の

写
本
と
推
定
さ
れ
る
愛
知
県
浄
光
寺
蔵
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
』

（
全
二
十
通
・
以
下
、
浄
光
寺
本
）
の
第
九
通
に
も
収
め
ら
れ
て

（

）
6

（

）
7
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い
る
が
、『
末
灯
鈔
』
で
は
日
付
が
「
文
応
元
年
十
一
月
十
三

0

0

日0

」
で
あ
る
の
に
対
し
て
浄
光
寺
本
で
は
「
十
一
月
十
六
日

0

0

0

／
文

応
元
年
十
一
月
十
六
日

0

0

0

」、
宛
名
が
「
乗
信
ノ0

御
房
」、
署
名
が

「
親
鸞

0

0

／
善
信
八
十
八
歳

0

0

0

0

0

0

」
と
親
鸞
・
善
信
が
併
記
さ
れ
て
い
る

と
言
う
。

　
ま
た
、
専
修
寺
第
十
四
世
堯
秀
が
親
鸞
及
び
専
修
寺
歴
代
の
消

息
を
集
め
て
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
九
月
に
『
御
書
』
四
冊
、

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
『
報
恩
講
御
書
』
一
冊
の
計
五
冊

（
親
鸞
消
息
二
十
六
通
を
掲
載
）
を
刊
行
し
て
お
り
、
富
山
県
法

雲
寺
に
は
親
鸞
及
び
専
修
寺
第
十
世
真
慧
、
そ
の
養
子
真
智
、
そ

の
子
真
空
ら
の
消
息
計
十
六
通
を
集
め
た
『
御
書
』（
た
だ
し
江

戸
期
の
写
本
）
が
存
在
し
た
。
い
ず
れ
も
こ
の
乗
信
宛
「
書
簡
」

を
含
ん
で
い
る
も
の
の
、「
書
簡
」
の
日
付
は
「
文
応
元
年
十
一

月
十
三
日

0

0

0

」
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
て
、『
末
灯
鈔
』
第
六
通
が
底
本
と
し
た

「
下
野
の
国
お
ほ
う
ち
の
庄
高
田
」（
専
修
寺
）
の
「
正
本
」
が

親
鸞
真
蹟
で
な
か
っ
た
可
能
性
は
高
く
、
原
本
（
親
鸞
真
蹟
）
の

記
述
を
必
ず
し
も
忠
実
に
伝
え
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
「
文
明
版
」
の
撰
号
に
つ
い
て

（
1
）『
正
像
末
和
讃
』
制
作
の
課
題
意
識

　
前
述
し
た
よ
う
に
、『
正
像
末
和
讃
』
は
「
顕
智
本
」「
文
明

版
」
い
ず
れ
も
「
夢
告
讃
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　
建
長
八
年
五
月
二
十
九
日
に
息
男
善
鸞
を
義
絶
し
た
親
鸞
は
以

後
、
七
月
二
十
五
日
に
『
浄
土
論
註
』
版
本
へ
の
加
点
を
終
え
、

引
き
続
き
『
西
方
指
南
抄
』
の
書
写
・
校
合
を
翌
康
元
二
年
正
月

二
日
ま
で
行
っ
て
い
た
。
ま
た
そ
れ
と
並
行
し
て
十
月
下
旬
に
上

洛
し
た
真
仏
・
専
信
・
顕
智
ら
の
た
め
に
八
字
・
十
字
・
十
字
・

六
字
の
四
幅
の
名
号
を
制
作
。
十
一
月
二
十
九
日
に
『
往
相
還
相

回
向
文
類
』
を
撰
述
。
康
元
二
年
正
月
十
一
日
『
唯
信
抄
文
意
』

を
書
写
し
て
顕
智
に
与
え
、
二
十
七
日
ま
で
後
に
信
証
の
所
持
と

な
る
『
唯
信
鈔
』『
唯
信
鈔
文
意
』
を
書
写
す
る
な
ど
精
力
的
に

著
述
を
続
け
て
い
た
。

　
親
鸞
が
夢
に
こ
の
和
讃
を
感
得
し
た
二
月
九
日
は
、
真
仏
に
よ

る
『
西
方
指
南
抄
』
書
写
の
途
上
で
あ
り
、
真
仏
の
意
見
に
従
っ

て
親
鸞
も
真
蹟
本
に
推
敲
を
加
え
る
な
ど
両
者
に
よ
る
共
同
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
た
そ
の
最
中
に
当
る
。

　
ま
た
、
こ
の
二
月
九
日
は
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
に
よ
れ
ば
、

五
十
年
前
の
「
承
元
の
法
難
」
に
お
い
て
安
楽
房
遵
西
が
六
条
河

原
で
斬
首
さ
れ
た
日
で
あ
る
と
も
言
う
。

（

）
8

（

）
9
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法
然
の
教
説
・
行
実
を
反
芻
す
る
日
々
の
中
、
同
じ
時
季
に
起

き
た
吉
水
時
代
の
大
事
件
を
回
想
し
た
こ
と
が
直
接
の
契
機
と
な

っ
て
、
夢
中
に
そ
の
教
言
を
授
か
っ
た
と
も
考
え
得
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
後
、
自
ら
も
『
一
念
多
念
文
意
』
の
書
写
（
二
月
十
七
日
）、

『
百
十
四
首
太
子
和
讃
』
の
撰
述
（
二
月
三
十
日
）、『
浄
土
三
経

往
生
文
類
』（
広
本
）
の
改
訂
・
書
写
（
三
月
二
日
）
を
行
い
、
真

仏
の
『
指
南
抄
』
書
写
が
三
月
下
旬
に
終
了
し
た
後
と
思
わ
れ
る

閏
三
月
一
日
、「
草
稿
本
」
に
「
愚
禿
親
鸞
」
の
署
名
と
共
に
こ

の
和
讃
を
記
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
か
つ
て
「
承
元
の
法
難
」
で
露
呈
し
た
「
念
仏
者
を

ば
仏
法
者
の
や
ぶ
り
さ
ま
た
げ
」（『
御
消
息
集
』（
広
本
））
る
末
法

濁
世
の
「
闘
諍
堅
固
」
の
相
が
、
善
鸞
事
件
に
お
い
て
再
び
繰
り

返
え
さ
れ
、
自
ら
の
東
国
伝
道
の
成
果
が
水
泡
に
帰
す
る
と
い
う

苦
渋
を
味
わ
っ
た
親
鸞
が
、『
論
註
』
へ
の
加
点
、『
指
南
抄
』
の

書
写
を
通
し
て
自
ら
の
原
点
を
再
確
認
し
、
再
び
真
宗
開
顕
の
営

為
に
邁
進
し
始
め
た
ま
さ
に
そ
の
時
、
そ
れ
を
証
誠
護
念
す
る
が

ご
と
き
「
弥
陀
の
本
願
信
ず
べ
し
」
の
教
言
に
値
遇
し
た
の
で
あ

る
。

　
親
鸞
は
「
草
稿
本
」
に
「
こ
の
和
讃
を
ゆ
め
に
お
ほ
せ
を
か
ふ

り
て
う
れ
し
さ
に
」
と
そ
の
感
激
を
記
し
て
お
り
、
こ
の
「
お
ほ

せ
」
に
鼓
舞
さ
れ
て
増
補
・
改
訂
さ
れ
た
も
の
が
、
翌
正
嘉
二
年

九
月
二
十
四
日
に
完
成
し
た
「
顕
智
本
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
正
像
末
和
讃
』
の
眼
目
は
、
釈
迦
の
遺
教
・
諸
善
が
悉
く
龍

宮
に
隠
れ
、
道
俗
が
競
い
争
っ
て
念
仏
者
を
疑
い
謗
り
破
滅
さ
せ

よ
う
と
す
る
像
末
五
濁
の
世
に
、「
在
世
・
正
法
・
像
末
・
法
滅
、

濁
悪
の
群
萠
、
斉
し
く
悲
引
し
た
ま
う
」（「
化
身
土
巻
・
本
」）
弥

陀
の
悲
願
を
、
法
然
興
隆
の
「
浄
土
真
宗
」
を
あ
ら
た
め
て
標
榜

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
そ
の
「
浄
土
真
宗
」
と
は
、「
夢
告
讃
」
に
「
本
願
信

0

0

0

ず
る

0

0

ひ
と
は
み
な
…
…
無
上
覚
を
ば
さ
と
る

0

0

0

0

0

0

0

0

な
り
」
と
あ
り
、

「
文
明
版
」
に
も
、

真
実
信
心
う
る
ゆ
へ
に
　
　
　
　
　
す
な
は
ち
定
聚
に
い
り
ぬ
れ
ば

　
補
処
の
弥
勒
に
お
な
じ
く
て
　
　
無
上
覚
を
さ
と
る
な
り

と
あ
る
よ
う
な
、
真
実
信
心
の
人
を
し
て
正
定
聚
に
入
ら
し
め
、

必
ず
大
般
涅
槃
を
覚
ら
し
め
る
本
願
の
仏
道
に
他
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
そ
の
「
本
願
一
実
の
直
道
・
大
般
涅
槃
無
上
の
大
道
」

（「
信
巻
」）
の
根
拠
で
あ
る
「
如
来
の
往
還
二
種
の
回
向
」
を
、

こ
の
時
期
親
鸞
は
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』『
往
相
還
相
回
向
文

類
（
如
来
二
種
回
向
文
）』
等
で
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。

如
来
の
二
種
の
回
向
に
よ
り
て
、
真
実
の
信
楽
を
う
る
人
は
、

か
な
ら
ず
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住
す
る
が
ゆ
へ
に
、
他
力
と
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い
る
が
、『
末
灯
鈔
』
で
は
日
付
が
「
文
応
元
年
十
一
月
十
三

0

0

日0

」
で
あ
る
の
に
対
し
て
浄
光
寺
本
で
は
「
十
一
月
十
六
日

0

0

0

／
文

応
元
年
十
一
月
十
六
日

0

0

0

」、
宛
名
が
「
乗
信
ノ0

御
房
」、
署
名
が

「
親
鸞

0

0

／
善
信
八
十
八
歳

0

0

0

0

0

0

」
と
親
鸞
・
善
信
が
併
記
さ
れ
て
い
る

と
言
う
。

　
ま
た
、
専
修
寺
第
十
四
世
堯
秀
が
親
鸞
及
び
専
修
寺
歴
代
の
消

息
を
集
め
て
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
九
月
に
『
御
書
』
四
冊
、

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
『
報
恩
講
御
書
』
一
冊
の
計
五
冊

（
親
鸞
消
息
二
十
六
通
を
掲
載
）
を
刊
行
し
て
お
り
、
富
山
県
法

雲
寺
に
は
親
鸞
及
び
専
修
寺
第
十
世
真
慧
、
そ
の
養
子
真
智
、
そ

の
子
真
空
ら
の
消
息
計
十
六
通
を
集
め
た
『
御
書
』（
た
だ
し
江

戸
期
の
写
本
）
が
存
在
し
た
。
い
ず
れ
も
こ
の
乗
信
宛
「
書
簡
」

を
含
ん
で
い
る
も
の
の
、「
書
簡
」
の
日
付
は
「
文
応
元
年
十
一

月
十
三
日

0

0

0

」
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
て
、『
末
灯
鈔
』
第
六
通
が
底
本
と
し
た

「
下
野
の
国
お
ほ
う
ち
の
庄
高
田
」（
専
修
寺
）
の
「
正
本
」
が

親
鸞
真
蹟
で
な
か
っ
た
可
能
性
は
高
く
、
原
本
（
親
鸞
真
蹟
）
の

記
述
を
必
ず
し
も
忠
実
に
伝
え
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
「
文
明
版
」
の
撰
号
に
つ
い
て

（
1
）『
正
像
末
和
讃
』
制
作
の
課
題
意
識

　
前
述
し
た
よ
う
に
、『
正
像
末
和
讃
』
は
「
顕
智
本
」「
文
明

版
」
い
ず
れ
も
「
夢
告
讃
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　
建
長
八
年
五
月
二
十
九
日
に
息
男
善
鸞
を
義
絶
し
た
親
鸞
は
以

後
、
七
月
二
十
五
日
に
『
浄
土
論
註
』
版
本
へ
の
加
点
を
終
え
、

引
き
続
き
『
西
方
指
南
抄
』
の
書
写
・
校
合
を
翌
康
元
二
年
正
月

二
日
ま
で
行
っ
て
い
た
。
ま
た
そ
れ
と
並
行
し
て
十
月
下
旬
に
上

洛
し
た
真
仏
・
専
信
・
顕
智
ら
の
た
め
に
八
字
・
十
字
・
十
字
・

六
字
の
四
幅
の
名
号
を
制
作
。
十
一
月
二
十
九
日
に
『
往
相
還
相

回
向
文
類
』
を
撰
述
。
康
元
二
年
正
月
十
一
日
『
唯
信
抄
文
意
』

を
書
写
し
て
顕
智
に
与
え
、
二
十
七
日
ま
で
後
に
信
証
の
所
持
と

な
る
『
唯
信
鈔
』『
唯
信
鈔
文
意
』
を
書
写
す
る
な
ど
精
力
的
に

著
述
を
続
け
て
い
た
。

　
親
鸞
が
夢
に
こ
の
和
讃
を
感
得
し
た
二
月
九
日
は
、
真
仏
に
よ

る
『
西
方
指
南
抄
』
書
写
の
途
上
で
あ
り
、
真
仏
の
意
見
に
従
っ

て
親
鸞
も
真
蹟
本
に
推
敲
を
加
え
る
な
ど
両
者
に
よ
る
共
同
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
た
そ
の
最
中
に
当
る
。

　
ま
た
、
こ
の
二
月
九
日
は
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
に
よ
れ
ば
、

五
十
年
前
の
「
承
元
の
法
難
」
に
お
い
て
安
楽
房
遵
西
が
六
条
河

原
で
斬
首
さ
れ
た
日
で
あ
る
と
も
言
う
。

（

）
8

（

）
9
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法
然
の
教
説
・
行
実
を
反
芻
す
る
日
々
の
中
、
同
じ
時
季
に
起

き
た
吉
水
時
代
の
大
事
件
を
回
想
し
た
こ
と
が
直
接
の
契
機
と
な

っ
て
、
夢
中
に
そ
の
教
言
を
授
か
っ
た
と
も
考
え
得
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
後
、
自
ら
も
『
一
念
多
念
文
意
』
の
書
写
（
二
月
十
七
日
）、

『
百
十
四
首
太
子
和
讃
』
の
撰
述
（
二
月
三
十
日
）、『
浄
土
三
経

往
生
文
類
』（
広
本
）
の
改
訂
・
書
写
（
三
月
二
日
）
を
行
い
、
真

仏
の
『
指
南
抄
』
書
写
が
三
月
下
旬
に
終
了
し
た
後
と
思
わ
れ
る

閏
三
月
一
日
、「
草
稿
本
」
に
「
愚
禿
親
鸞
」
の
署
名
と
共
に
こ

の
和
讃
を
記
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
か
つ
て
「
承
元
の
法
難
」
で
露
呈
し
た
「
念
仏
者
を

ば
仏
法
者
の
や
ぶ
り
さ
ま
た
げ
」（『
御
消
息
集
』（
広
本
））
る
末
法

濁
世
の
「
闘
諍
堅
固
」
の
相
が
、
善
鸞
事
件
に
お
い
て
再
び
繰
り

返
え
さ
れ
、
自
ら
の
東
国
伝
道
の
成
果
が
水
泡
に
帰
す
る
と
い
う

苦
渋
を
味
わ
っ
た
親
鸞
が
、『
論
註
』
へ
の
加
点
、『
指
南
抄
』
の

書
写
を
通
し
て
自
ら
の
原
点
を
再
確
認
し
、
再
び
真
宗
開
顕
の
営

為
に
邁
進
し
始
め
た
ま
さ
に
そ
の
時
、
そ
れ
を
証
誠
護
念
す
る
が

ご
と
き
「
弥
陀
の
本
願
信
ず
べ
し
」
の
教
言
に
値
遇
し
た
の
で
あ

る
。

　
親
鸞
は
「
草
稿
本
」
に
「
こ
の
和
讃
を
ゆ
め
に
お
ほ
せ
を
か
ふ

り
て
う
れ
し
さ
に
」
と
そ
の
感
激
を
記
し
て
お
り
、
こ
の
「
お
ほ

せ
」
に
鼓
舞
さ
れ
て
増
補
・
改
訂
さ
れ
た
も
の
が
、
翌
正
嘉
二
年

九
月
二
十
四
日
に
完
成
し
た
「
顕
智
本
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
正
像
末
和
讃
』
の
眼
目
は
、
釈
迦
の
遺
教
・
諸
善
が
悉
く
龍

宮
に
隠
れ
、
道
俗
が
競
い
争
っ
て
念
仏
者
を
疑
い
謗
り
破
滅
さ
せ

よ
う
と
す
る
像
末
五
濁
の
世
に
、「
在
世
・
正
法
・
像
末
・
法
滅
、

濁
悪
の
群
萠
、
斉
し
く
悲
引
し
た
ま
う
」（「
化
身
土
巻
・
本
」）
弥

陀
の
悲
願
を
、
法
然
興
隆
の
「
浄
土
真
宗
」
を
あ
ら
た
め
て
標
榜

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
そ
の
「
浄
土
真
宗
」
と
は
、「
夢
告
讃
」
に
「
本
願
信

0

0

0

ず
る

0

0

ひ
と
は
み
な
…
…
無
上
覚
を
ば
さ
と
る

0

0

0

0

0

0

0

0

な
り
」
と
あ
り
、

「
文
明
版
」
に
も
、

真
実
信
心
う
る
ゆ
へ
に
　
　
　
　
　
す
な
は
ち
定
聚
に
い
り
ぬ
れ
ば

　
補
処
の
弥
勒
に
お
な
じ
く
て
　
　
無
上
覚
を
さ
と
る
な
り

と
あ
る
よ
う
な
、
真
実
信
心
の
人
を
し
て
正
定
聚
に
入
ら
し
め
、

必
ず
大
般
涅
槃
を
覚
ら
し
め
る
本
願
の
仏
道
に
他
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
そ
の
「
本
願
一
実
の
直
道
・
大
般
涅
槃
無
上
の
大
道
」

（「
信
巻
」）
の
根
拠
で
あ
る
「
如
来
の
往
還
二
種
の
回
向
」
を
、

こ
の
時
期
親
鸞
は
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』『
往
相
還
相
回
向
文

類
（
如
来
二
種
回
向
文
）』
等
で
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。

如
来
の
二
種
の
回
向
に
よ
り
て
、
真
実
の
信
楽
を
う
る
人
は
、

か
な
ら
ず
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住
す
る
が
ゆ
へ
に
、
他
力
と
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ま
ふ
す
な
り
。 

（『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』（
広
本
））

　
こ
の
「
如
来
二
種
の
回
向
と
の
値
遇
に
成
就
す
る
無
上
涅
槃
道

（
難
思
議
往
生
）」
を
親
鸞
は
、

如
来
二
種
の
回
向
を
　
　
　
ふ
か
く
信
ず
る
ひ
と
は
み
な

等
正
覚
に
い
た
る
ゆ
へ
　
憶
念
の
心
は
た
へ
ぬ
な
り

と
文
明
版
「
正
像
末
法
和
讃
」
に
お
い
て
も
同
様
に
説
い
て
い
る

し
、「
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
」
に
お
い
て
も
ま
た
述
べ
て
い
る
。

仏
智
不
思
議
の
誓
願
の
　
　
聖
徳
皇
の
め
ぐ
み
に
て

正
定
聚
に
帰
入
し
て
　
　
補
処
の
弥
勒
の
ご
と
く
な
り

聖
徳
皇
の
お
あ
は
れ
み
に
　
護
持
養
育
た
へ
ず
し
て

如
来
二
種
の
回
向
に
　
　
す
ゝ
め
い
れ
し
め
お
は
し
ま
す

　
つ
ま
り
、『
正
像
末
和
讃
』
の
制
作
は
、『
教
行
信
証
』
撰
述
以

来
、
親
鸞
が
「
愚
禿
釈
親
鸞
」
の
名
の
り
の
も
と
で
行
っ
て
き
た

一
連
の
「
真
宗
開
顕
」
の
営
み
の
一
環
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
筆
者
が
元
久
二
年
に
法
然
か
ら
授
け
ら
れ
た
名
と
考
え
る
こ
の

「
親
鸞
」
は
当
然
天
親
・
曇
鸞
二
師
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

親
鸞
は
両
師
の
恩
徳
を
次
の
よ
う
に
讃
嘆
す
る
。

釈
迦
の
教
法
お
ほ
け
れ
ど
　
　
天
親
菩
薩
は
ね
ん
ご
ろ
に

煩
悩
成
就
の
わ
れ
ら
に
は
　
弥
陀
の
弘
誓
を
す
ゝ
め
し
む

天
親
論
主
は
一
心
に
　
　
　
無
碍
光
に
帰
命
す

本
願
力
に
乗
ず
れ
ば
　
　
報
土
に
い
た
る
と
の
べ
た
ま
ふ

 

（
文
明
版
『
高
僧
和
讃
』）

　
「
論
主
は
広
大
無
碍
の
一
心
を
宣
布
し
て
あ
ま
ね
く
雑
染
堪
忍

の
群
萠
を
開
化
す
」（「
証
巻
」）、
す
な
わ
ち
自
ら
も
尽
十
方
無
碍

光
如
来
に
帰
命
し
つ
つ
、「
群
生
を
度
せ
ん
が
た
め
に
、
一
心
を

彰
」（「
正
信
偈
」）
し
、
説
き
勧
め
た
の
が
天
親
で
あ
る
こ
と
。

論
主
の
一
心
と
と
け
る
を
ば
　
曇
鸞
大
師
の
み
こ
と
に
は

煩
悩
成
就
の
わ
れ
ら
が
　
　
他
力
の
信
と
の
べ
た
ま
ふ

天
親
菩
薩
の
み
こ
と
を
も
　
　
鸞
師
と
き
の
べ
た
ま
は
ず
ば

他
力
広
大
威
徳
の
　
　
　
　
心
行
い
か
で
か
さ
と
ら
ま
し

 

（
同
右
）

　
そ
の
天
親
の
説
く
「
一
心
」
が
「
煩
悩
成
就
の
凡
夫
」（「
証

巻
」）
で
あ
る
「
わ
れ
ら
」
が
た
め
の
「
他
力
の
信
」
で
あ
る
こ

と
。

弥
陀
の
回
向
成
就
し
て
　
　
　
　
　
往
相
還
相
ふ
た
つ
な
り

　
こ
れ
ら
の
回
向
に
よ
り
て
こ
そ
　
心
行
と
も
に
え
し
む
な
れ

尽
十
方
の
無
碍
光
は
　
　
　
無
明
の
や
み
を
て
ら
し
つ
ゝ

一
念
歓
喜
す
る
ひ
と
を
　
か
な
ら
ず
滅
度
に
い
た
ら
し
む

 

（
同
右
）

　
そ
し
て
、
そ
の
他
力
と
は
「
大
悲
往
還
の
回
向
」（「
証
巻
」）
と

し
て
具
体
的
に
は
た
ら
く
「
如
来
の
本
願
力
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら

如
来
二
種
の
回
向
と
の
値
遇
に
よ
っ
て
成
就
す
る
「
心
行
」
│
一
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心
に
無
碍
光
如
来
に
帰
命
す
る
「
無
上
の
信
心
」（『
論
註
』）
と

「
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
」
と
「
彼
の
如
来
の
名
を
称
」（『
浄

土
論
』）
す
る
讃
嘆
行
が
衆
生
を
し
て
必
ず
滅
度
に
至
ら
し
め
る

こ
と
を
顕
示
し
た
の
が
曇
鸞
で
あ
る
、
と
親
鸞
は
讃
嘆
し
た
の
で

あ
る
。

　
「
親
鸞
」
と
は
、
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
の
「
浄
土
宗
」
こ
そ

が
「
大
乗
の
な
か
の
至
極
」
と
し
て
の
「
浄
土
真
宗
」（
以
上
、

『
末
灯
鈔
』）、
す
な
わ
ち
真
実
の
仏
道
で
あ
る
こ
と
を
、
二
師
の

教
説
へ
の
直
参
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
「
真
宗
開

顕
」
の
仏
事
の
主
体
と
し
て
の
名
な
の
で
あ
る
。

　
「
顕
智
本
」
は
「
愚
禿
親
鸞
作
」「
親
鸞
八
十
六
歳
」
の
記
述
を
伝

え
て
お
り
、「
文
明
版
」
祖
本
が
か
な
り
の
増
補
・
改
訂
を
経
て

い
る
と
は
い
え
、
撰
号
を
あ
え
て
「
愚
禿
善
信
集
」
に
改
め
る
必

然
性
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

（
2
）
隆
寛
『
一
念
多
念
分
別
事
』
の
「
愚
禿
釈
善
信
」

　
ち
な
み
に
文
応
元
年
で
は
な
く
建
長
七
年
四
月
に
親
鸞
が
書
写

し
た
と
さ
れ
る
隆
寛
『
一
念
多
念
分
別
事
』
の
奥
書
に
は
、

本
云

　
　
　
建
長
七
歳
乙卯
四
月
廿
三
日

愚
禿
釈
善
信
八
十
三
歳
書
写
之

と
し
て
、「
愚
禿
釈
善
信
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
親
鸞
は
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
、
七
十
四
歳
）
に
同
じ
隆
寛
の
著

作
『
自
力
他
力
事
』
を
書
写
（
大
谷
大
学
蔵
本
）
し
て
い
る
が
、

そ
の
奥
書
に
は
「
愚
禿
釈
親
鸞
」
と
記
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
隆
寛
と
同
様
に
親
鸞
が
「
こ
の
世
に
と
り
て
は
よ
き
ひ

と
〴
〵
」「
す
で
に
往
生
を
も
し
て
お
は
し
ま
す
ひ
と
〴
〵
」「
法

然
聖
人
の
御
を
し
へ
を
、
よ
く
〳
〵
御
こ
ゝ
ろ
え
た
る
ひ
と

〴
〵
」（
以
上
、『
末
灯
鈔
』
他
）
と
仰
い
だ
聖
覚
の
『
唯
信
鈔
』
に

関
し
て
は
、
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
、
五
十
八
歳
）
の
真
蹟
書
写
本

（
専
修
寺
蔵
・
信
証
所
持
本
）
の
奥
書
に
「
愚
禿
釈ノ

親
鸞
」、
文

暦
二
年
（
一
二
三
五
、
六
十
三
歳
）
の
『
見
聞
集
』
紙
背
の
真
蹟
ひ

ら
が
な
本
（
専
修
寺
蔵
）
奥
書
に
「
愚
禿
親
鸞
」
と
あ
る
。
そ
の

他
後
代
の
書
写
本
奥
書
に
お
い
て
も
同
様
で
、
仁
治
二
年
（
一
二

四
一
、
六
十
九
歳
）
の
大
谷
大
学
蔵
本
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
、

七
十
四
歳
）
の
専
修
寺
蔵
顕
智
書
写
本
に
は
「
愚
禿
釈
親
鸞
」、
建

長
六
年
（
一
二
五
四
、
八
十
二
歳
）
の
滋
賀
県
真
念
寺
蔵
本
に
は

「
釈
親
鸞
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
四
月
二
十
三
日
に
『
一
念
多
念
分
別
事
』
に
「
愚
禿
釈
善
信
」

と
記
し
た
と
さ
れ
る
建
長
七
年
に
親
鸞
は
、
上
半
期
だ
け
を
見
て

も
、
二
月
三
日
（
推
定
）
付
「
書
簡
」（『
御
消
息
集
』（
広
本
）
第
六

通
）
文
末
署
名
に
は
「
親
鸞
」、
四
月
二
十
六
日
書
写
『
浄
土
和

（

）
10
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ま
ふ
す
な
り
。 

（『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』（
広
本
））

　
こ
の
「
如
来
二
種
の
回
向
と
の
値
遇
に
成
就
す
る
無
上
涅
槃
道

（
難
思
議
往
生
）」
を
親
鸞
は
、

如
来
二
種
の
回
向
を
　
　
　
ふ
か
く
信
ず
る
ひ
と
は
み
な

等
正
覚
に
い
た
る
ゆ
へ
　
憶
念
の
心
は
た
へ
ぬ
な
り

と
文
明
版
「
正
像
末
法
和
讃
」
に
お
い
て
も
同
様
に
説
い
て
い
る

し
、「
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
」
に
お
い
て
も
ま
た
述
べ
て
い
る
。

仏
智
不
思
議
の
誓
願
の
　
　
聖
徳
皇
の
め
ぐ
み
に
て

正
定
聚
に
帰
入
し
て
　
　
補
処
の
弥
勒
の
ご
と
く
な
り

聖
徳
皇
の
お
あ
は
れ
み
に
　
護
持
養
育
た
へ
ず
し
て

如
来
二
種
の
回
向
に
　
　
す
ゝ
め
い
れ
し
め
お
は
し
ま
す

　
つ
ま
り
、『
正
像
末
和
讃
』
の
制
作
は
、『
教
行
信
証
』
撰
述
以

来
、
親
鸞
が
「
愚
禿
釈
親
鸞
」
の
名
の
り
の
も
と
で
行
っ
て
き
た

一
連
の
「
真
宗
開
顕
」
の
営
み
の
一
環
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
筆
者
が
元
久
二
年
に
法
然
か
ら
授
け
ら
れ
た
名
と
考
え
る
こ
の

「
親
鸞
」
は
当
然
天
親
・
曇
鸞
二
師
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

親
鸞
は
両
師
の
恩
徳
を
次
の
よ
う
に
讃
嘆
す
る
。

釈
迦
の
教
法
お
ほ
け
れ
ど
　
　
天
親
菩
薩
は
ね
ん
ご
ろ
に

煩
悩
成
就
の
わ
れ
ら
に
は
　
弥
陀
の
弘
誓
を
す
ゝ
め
し
む

天
親
論
主
は
一
心
に
　
　
　
無
碍
光
に
帰
命
す

本
願
力
に
乗
ず
れ
ば
　
　
報
土
に
い
た
る
と
の
べ
た
ま
ふ

 

（
文
明
版
『
高
僧
和
讃
』）

　
「
論
主
は
広
大
無
碍
の
一
心
を
宣
布
し
て
あ
ま
ね
く
雑
染
堪
忍

の
群
萠
を
開
化
す
」（「
証
巻
」）、
す
な
わ
ち
自
ら
も
尽
十
方
無
碍

光
如
来
に
帰
命
し
つ
つ
、「
群
生
を
度
せ
ん
が
た
め
に
、
一
心
を

彰
」（「
正
信
偈
」）
し
、
説
き
勧
め
た
の
が
天
親
で
あ
る
こ
と
。

論
主
の
一
心
と
と
け
る
を
ば
　
曇
鸞
大
師
の
み
こ
と
に
は

煩
悩
成
就
の
わ
れ
ら
が
　
　
他
力
の
信
と
の
べ
た
ま
ふ

天
親
菩
薩
の
み
こ
と
を
も
　
　
鸞
師
と
き
の
べ
た
ま
は
ず
ば

他
力
広
大
威
徳
の
　
　
　
　
心
行
い
か
で
か
さ
と
ら
ま
し

 

（
同
右
）

　
そ
の
天
親
の
説
く
「
一
心
」
が
「
煩
悩
成
就
の
凡
夫
」（「
証

巻
」）
で
あ
る
「
わ
れ
ら
」
が
た
め
の
「
他
力
の
信
」
で
あ
る
こ

と
。

弥
陀
の
回
向
成
就
し
て
　
　
　
　
　
往
相
還
相
ふ
た
つ
な
り

　
こ
れ
ら
の
回
向
に
よ
り
て
こ
そ
　
心
行
と
も
に
え
し
む
な
れ

尽
十
方
の
無
碍
光
は
　
　
　
無
明
の
や
み
を
て
ら
し
つ
ゝ

一
念
歓
喜
す
る
ひ
と
を
　
か
な
ら
ず
滅
度
に
い
た
ら
し
む

 

（
同
右
）

　
そ
し
て
、
そ
の
他
力
と
は
「
大
悲
往
還
の
回
向
」（「
証
巻
」）
と

し
て
具
体
的
に
は
た
ら
く
「
如
来
の
本
願
力
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら

如
来
二
種
の
回
向
と
の
値
遇
に
よ
っ
て
成
就
す
る
「
心
行
」
│
一
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心
に
無
碍
光
如
来
に
帰
命
す
る
「
無
上
の
信
心
」（『
論
註
』）
と

「
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
」
と
「
彼
の
如
来
の
名
を
称
」（『
浄

土
論
』）
す
る
讃
嘆
行
が
衆
生
を
し
て
必
ず
滅
度
に
至
ら
し
め
る

こ
と
を
顕
示
し
た
の
が
曇
鸞
で
あ
る
、
と
親
鸞
は
讃
嘆
し
た
の
で

あ
る
。

　
「
親
鸞
」
と
は
、
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
の
「
浄
土
宗
」
こ
そ

が
「
大
乗
の
な
か
の
至
極
」
と
し
て
の
「
浄
土
真
宗
」（
以
上
、

『
末
灯
鈔
』）、
す
な
わ
ち
真
実
の
仏
道
で
あ
る
こ
と
を
、
二
師
の

教
説
へ
の
直
参
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
「
真
宗
開

顕
」
の
仏
事
の
主
体
と
し
て
の
名
な
の
で
あ
る
。

　
「
顕
智
本
」
は
「
愚
禿
親
鸞
作
」「
親
鸞
八
十
六
歳
」
の
記
述
を
伝

え
て
お
り
、「
文
明
版
」
祖
本
が
か
な
り
の
増
補
・
改
訂
を
経
て

い
る
と
は
い
え
、
撰
号
を
あ
え
て
「
愚
禿
善
信
集
」
に
改
め
る
必

然
性
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

（
2
）
隆
寛
『
一
念
多
念
分
別
事
』
の
「
愚
禿
釈
善
信
」

　
ち
な
み
に
文
応
元
年
で
は
な
く
建
長
七
年
四
月
に
親
鸞
が
書
写

し
た
と
さ
れ
る
隆
寛
『
一
念
多
念
分
別
事
』
の
奥
書
に
は
、

本
云

　
　
　
建
長
七
歳
乙卯
四
月
廿
三
日

愚
禿
釈
善
信
八
十
三
歳
書
写
之

と
し
て
、「
愚
禿
釈
善
信
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
親
鸞
は
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
、
七
十
四
歳
）
に
同
じ
隆
寛
の
著

作
『
自
力
他
力
事
』
を
書
写
（
大
谷
大
学
蔵
本
）
し
て
い
る
が
、

そ
の
奥
書
に
は
「
愚
禿
釈
親
鸞
」
と
記
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
隆
寛
と
同
様
に
親
鸞
が
「
こ
の
世
に
と
り
て
は
よ
き
ひ

と
〴
〵
」「
す
で
に
往
生
を
も
し
て
お
は
し
ま
す
ひ
と
〴
〵
」「
法

然
聖
人
の
御
を
し
へ
を
、
よ
く
〳
〵
御
こ
ゝ
ろ
え
た
る
ひ
と

〴
〵
」（
以
上
、『
末
灯
鈔
』
他
）
と
仰
い
だ
聖
覚
の
『
唯
信
鈔
』
に

関
し
て
は
、
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
、
五
十
八
歳
）
の
真
蹟
書
写
本

（
専
修
寺
蔵
・
信
証
所
持
本
）
の
奥
書
に
「
愚
禿
釈ノ

親
鸞
」、
文

暦
二
年
（
一
二
三
五
、
六
十
三
歳
）
の
『
見
聞
集
』
紙
背
の
真
蹟
ひ

ら
が
な
本
（
専
修
寺
蔵
）
奥
書
に
「
愚
禿
親
鸞
」
と
あ
る
。
そ
の

他
後
代
の
書
写
本
奥
書
に
お
い
て
も
同
様
で
、
仁
治
二
年
（
一
二

四
一
、
六
十
九
歳
）
の
大
谷
大
学
蔵
本
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
、

七
十
四
歳
）
の
専
修
寺
蔵
顕
智
書
写
本
に
は
「
愚
禿
釈
親
鸞
」、
建

長
六
年
（
一
二
五
四
、
八
十
二
歳
）
の
滋
賀
県
真
念
寺
蔵
本
に
は

「
釈
親
鸞
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
四
月
二
十
三
日
に
『
一
念
多
念
分
別
事
』
に
「
愚
禿
釈
善
信
」

と
記
し
た
と
さ
れ
る
建
長
七
年
に
親
鸞
は
、
上
半
期
だ
け
を
見
て

も
、
二
月
三
日
（
推
定
）
付
「
書
簡
」（『
御
消
息
集
』（
広
本
）
第
六

通
）
文
末
署
名
に
は
「
親
鸞
」、
四
月
二
十
六
日
書
写
『
浄
土
和

（

）
10
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讃
』（
顕
智
本
）
撰
号
に
は
「
愚
禿
親
鸞
作
」、
六
月
二
日
撰
述

『
尊
号
真
像
銘
文
』（
略
本
）
奥
書
に
は
「
愚
禿
親
鸞
」、
六
月
書

写
『
本
願
相
応
集
』
に
は
「
愚
禿
親
鸞
」
と
記
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
実
例
か
ら
見
て
、『
一
念
多
念
分
別
事
』
に
だ
け
特

別
に
「
愚
禿
釈
善
信
」
と
記
す
る
必
然
性
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難

い
。

　
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
第
六
巻
・
写
伝
篇
（
2
）
の
「
解

説
」
に
拠
れ
ば
、『
一
念
多
念
分
別
事
』
に
親
鸞
の
真
蹟
書
写
本

は
現
存
せ
ず
、
古
写
本
も
大
谷
大
学
現
蔵
端
坊
旧
蔵
本
・
滋
賀
県

圓
照
寺
蔵
本
・
大
阪
府
光
徳
寺
蔵
本
等
が
知
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ

も
室
町
末
期
以
降
の
も
の
で
し
か
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
正
和
年
間
（
一
三
一
二
〜
七
）
頃
に
越
前
の

天
台
宗
長
泉
寺
別
当
孤
山
隠
士
が
記
し
た
と
さ
れ
る
『
愚
闇
記

（
愚
暗
記
）』
に
は
、

当
世
一
向
念
仏
シ
テ
在
家
ノ
男
女
ヲ
集
メ
、
愚
禿
善
信

0

0

0

0

ト
云
タ

ル
為タ
㆓
ル
流
人
作
㆒
シ
和
讃
ヲ
謡
イ
、
長
メ
同
音
ニ
念
仏
ヲ
唱
ル
事

有
リ
、
…
… 

（
傍
点
筆
者
）

と
し
て
「
愚
禿
善
信
」
の
語
が
あ
り
、
親
鸞
没
後
五
十
年
程
経
過

し
た
当
時
、
こ
の
呼
称
が
│
少
な
く
と
も
越
前
に
お
い
て
は
│
広

く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
ま
た
、『
愚
闇
記
（
愚
暗
記
）』
と
同
時
代
の
覚
如
（
一
二
七
一

│
一
三
五
一
）
に
お
い
て
は
、「
釈
覚
如｣

（
西
本
願
寺
蔵
『
上
宮
太

子
御
記
』
奥
書
、
茨
城
県
常
福
寺
蔵
『
拾
遺
古
徳
伝
絵
詞
』
奥
書
他
）
と

い
う
、
実
名
「
宗
昭
」
に
で
は
な
く
遁
世
号
で
あ
る
「
覚
如
」
に

「
釈
」
を
冠
し
た
例
が
見
ら
れ
、
永
仁
三
年
（
一
二
九
三
）
十
二

月
制
作
の
『
善
信
聖
人
親鸞
伝
絵
』（
専
修
寺
本
）
の
「
信
行
両

座
」
段
に
は
、
遅
参
し
て
信
不
退
の
座
に
着
い
た
「
沙
弥
法
力

直
実
入
道
」
の
姿
に
「
釈
法
力
」
と
註
記
さ
れ
て
い
る
。

　
文
中
に
「
法
力
房
」
と
あ
る
よ
う
に
「
法
力
」
は
熊
谷
直
実
の

房
号
│
実
名
は
「
蓮れ
ん

生せ
い

」
│
で
あ
り
、「
釈
の
綽
空
」「
釈
の
親

鸞
」
と
本
来
実
名
に
つ
け
る
べ
き
「
釈
」
が
房
号
・
遁
世
号
に
冠

せ
ら
れ
て
お
り
、
覚
如
当
時
に
は
す
で
に
厳
密
な
区
別
が
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
て
、『
一
念
多
念
分
別
事
』
の
「
愚
禿
釈

善
信
」
は
明
ら
か
に
後
代
伝
来
の
過
程
で
混
入
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
後
代
の
写
本
を
底
本
と
し
て
室
町
中
期
に
成
立
し
た
「
文

明
版
」
の
「
愚
禿
善
信
」
を
考
え
る
上
で
見
落
と
せ
な
い
重
要
な

事
例
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

結

　
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、「
文
明
版
」
の
「
愚
禿
善

信
」
を
筆
者
は
別
人
に
よ
る
後
代
の
挿
入
と
考
え
て
い
る
が
、
例

（

）
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え
ば
佐
々
木
瑞
雲
は
、
真
宗
興
正
寺
派
興
正
寺
蔵
本
・
大
阪
府
慈

願
寺
蔵
本
・
龍
谷
大
学
蔵
本
（
坂
東
和
讃
）
の
所
謂
「
河
州
本
」

系
『
三
帖
和
讃
』
写
本
の
検
討
を
通
し
て
「
文
明
版
」
祖
本
の
親

鸞
編
集
説
を
再
提
唱
し
、「
愚
禿
善
信
」
も
ま
た
親
鸞
の
手
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
い
ず
れ
機
会
を
得
て
、
佐
々

木
説
を
検
証
し
た
論
稿
を
発
表
し
た
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

註

以
上
、
宮
崎
圓
遵
「
正
像
末
和
讃
私
記
」（『
宮
崎
圓
遵
著
作
集

六
　
真
宗
書
誌
学
の
研
究
』）
三
三
五
頁
、
三
四
四
頁
参
照
。
た

だ
し
昨
今
は
親
鸞
以
外
の
別
人
に
よ
る
編
集
で
あ
る
と
見
る
説

（
親
鸞
非
編
集
説
）
が
増
え
て
い
る
。

『
正
像
末
和
讃
講
讃
』（
東
本
願
寺
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
）

四
三
〜
五
〇
頁
参
照
。

「
親
鸞
の
名
の
り
（
続
）」（『
教
化
研
究
』
一
四
八
、
二
〇
一

〇
年
）
二
九
〜
三
一
頁
、
三
三
〜
五
頁
参
照
。

宮
崎
・
前
掲
書
、
三
四
一
〜
二
頁
参
照
。

「
親
鸞
と
『
西
方
指
南
抄
』」（『
親
鸞
教
学
』
九
六
、
二
〇
一

一
年
）
二
九
〜
三
二
頁
参
照
。

「
現
生
正
定
聚
と
浄
土
の
慈
悲
（
一
）」（『
親
鸞
教
学
』
一
〇

四
、
二
〇
一
五
年
）
六
〜
七
頁
参
照
。

正
嘉
二
年
（
推
定
）
十
月
二
十
九
日
付
蓮
位
添
状
「
御
自
筆
は

つ
よ
き
証
拠
」
の
記
述
等
に
基
く
。

『
親
鸞
聖
人
全
消
息
序
説
』（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
、
一
九
七

四
年
）、
六
六
〜
八
三
頁
、
一
〇
九
〜
一
四
頁
参
照
。
多
屋
は

「
十
三0

日
か
　
十
六0

日
か
お
　
決
定
す
べ
き
　
資
料
が
無
い
が
、

写
本
の
　
場
合
、「
六
」
お
「
三
」
と
　
見
誤
っ
て
　
い
る
　
こ

と
わ
　
あ
る
が
、
そ
の
、
逆
の
　
例
わ
　
知
ら
な
い
。
…
…
「
十

六
日
」
の
　
方
が
　
正
し
い
の
か
も
　
し
れ
な
い
。」（
七
四
〜
五

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

た
だ
し
、
遵
西
の
処
刑
を
二
月
九
日
と
す
る
記
述
は
『
行
状
絵

図
』（
法
然
没
約
百
年
後
に
成
立
）
以
外
に
は
な
く
、
藤
原
定
家

『
明
月
記
』
同
日
条
に
も
遵
西
処
刑
の
記
述
は
な
い
。

親
鸞
は
「
文
明
版
」
以
外
の
各
和
讃
の
撰
号
に
は
「
愚
禿
親
鸞

作
」
と
い
ず
れ
も
「
作
」
の
字
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

「
集
」
は
元
来
『
教
行
信
証
』『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
等
の
要
文
を

類
聚
し
た
漢
文
著
作
に
用
い
ら
れ
る
字
で
あ
る
。

「
文
明
版
」
系
『
三
帖
和
讃
』
の
古
写
本
は
永
享
八
年
（
一
四

三
六
）
八
月
の
蓮
如
書
写
本
（
西
本
願
寺
蔵
）、
永
享
九
年
九
月

の
存
如
書
写
本
（
金
沢
市
専
光
寺
蔵
）、
文
安
六
年
（
一
四
四

九
）
一
月
の
蓮
如
書
写
本
（
西
本
願
寺
蔵
）、
享
徳
二
年
（
一
四

五
三
）
十
一
月
の
蓮
如
書
写
本
（
滋
賀
県
円
徳
寺
蔵
）
等
が
あ
る
。

（
宮
崎
・
前
掲
書
、
二
〇
六
頁
、
三
五
四
〜
五
頁
参
照
）

「「
文
明
版
」
系
「
正
像
末
和
讃
」
の
成
立
過
程
」（『
真
宗
研

究
』
四
八
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

追
記

　
本
稿
提
出
後
に
、「
結
」
で
言
及
し
た
佐
々
木
瑞
雲
「「
文
明
版
」
系

「
正
像
末
和
讃
」
の
成
立
過
程
│
│
〈
異
本
〉
の
存
在
証
明
と
そ
の
意

義
」
に
批
判
的
検
証
を
加
え
た
拙
稿
「「
文
明
版
」
系
『
正
像
末
和
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讃
』（
顕
智
本
）
撰
号
に
は
「
愚
禿
親
鸞
作
」、
六
月
二
日
撰
述

『
尊
号
真
像
銘
文
』（
略
本
）
奥
書
に
は
「
愚
禿
親
鸞
」、
六
月
書

写
『
本
願
相
応
集
』
に
は
「
愚
禿
親
鸞
」
と
記
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
実
例
か
ら
見
て
、『
一
念
多
念
分
別
事
』
に
だ
け
特

別
に
「
愚
禿
釈
善
信
」
と
記
す
る
必
然
性
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難

い
。

　
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
第
六
巻
・
写
伝
篇
（
2
）
の
「
解

説
」
に
拠
れ
ば
、『
一
念
多
念
分
別
事
』
に
親
鸞
の
真
蹟
書
写
本

は
現
存
せ
ず
、
古
写
本
も
大
谷
大
学
現
蔵
端
坊
旧
蔵
本
・
滋
賀
県

圓
照
寺
蔵
本
・
大
阪
府
光
徳
寺
蔵
本
等
が
知
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ

も
室
町
末
期
以
降
の
も
の
で
し
か
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
正
和
年
間
（
一
三
一
二
〜
七
）
頃
に
越
前
の

天
台
宗
長
泉
寺
別
当
孤
山
隠
士
が
記
し
た
と
さ
れ
る
『
愚
闇
記

（
愚
暗
記
）』
に
は
、

当
世
一
向
念
仏
シ
テ
在
家
ノ
男
女
ヲ
集
メ
、
愚
禿
善
信

0

0

0

0

ト
云
タ

ル
為タ
㆓
ル
流
人
作
㆒
シ
和
讃
ヲ
謡
イ
、
長
メ
同
音
ニ
念
仏
ヲ
唱
ル
事

有
リ
、
…
… 

（
傍
点
筆
者
）

と
し
て
「
愚
禿
善
信
」
の
語
が
あ
り
、
親
鸞
没
後
五
十
年
程
経
過

し
た
当
時
、
こ
の
呼
称
が
│
少
な
く
と
も
越
前
に
お
い
て
は
│
広

く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
ま
た
、『
愚
闇
記
（
愚
暗
記
）』
と
同
時
代
の
覚
如
（
一
二
七
一

│
一
三
五
一
）
に
お
い
て
は
、「
釈
覚
如｣

（
西
本
願
寺
蔵
『
上
宮
太

子
御
記
』
奥
書
、
茨
城
県
常
福
寺
蔵
『
拾
遺
古
徳
伝
絵
詞
』
奥
書
他
）
と

い
う
、
実
名
「
宗
昭
」
に
で
は
な
く
遁
世
号
で
あ
る
「
覚
如
」
に

「
釈
」
を
冠
し
た
例
が
見
ら
れ
、
永
仁
三
年
（
一
二
九
三
）
十
二

月
制
作
の
『
善
信
聖
人
親鸞
伝
絵
』（
専
修
寺
本
）
の
「
信
行
両

座
」
段
に
は
、
遅
参
し
て
信
不
退
の
座
に
着
い
た
「
沙
弥
法
力

直
実
入
道
」
の
姿
に
「
釈
法
力
」
と
註
記
さ
れ
て
い
る
。

　
文
中
に
「
法
力
房
」
と
あ
る
よ
う
に
「
法
力
」
は
熊
谷
直
実
の

房
号
│
実
名
は
「
蓮れ
ん

生せ
い

」
│
で
あ
り
、「
釈
の
綽
空
」「
釈
の
親

鸞
」
と
本
来
実
名
に
つ
け
る
べ
き
「
釈
」
が
房
号
・
遁
世
号
に
冠

せ
ら
れ
て
お
り
、
覚
如
当
時
に
は
す
で
に
厳
密
な
区
別
が
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
て
、『
一
念
多
念
分
別
事
』
の
「
愚
禿
釈

善
信
」
は
明
ら
か
に
後
代
伝
来
の
過
程
で
混
入
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
後
代
の
写
本
を
底
本
と
し
て
室
町
中
期
に
成
立
し
た
「
文

明
版
」
の
「
愚
禿
善
信
」
を
考
え
る
上
で
見
落
と
せ
な
い
重
要
な

事
例
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

結

　
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、「
文
明
版
」
の
「
愚
禿
善

信
」
を
筆
者
は
別
人
に
よ
る
後
代
の
挿
入
と
考
え
て
い
る
が
、
例

（

）
11
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え
ば
佐
々
木
瑞
雲
は
、
真
宗
興
正
寺
派
興
正
寺
蔵
本
・
大
阪
府
慈

願
寺
蔵
本
・
龍
谷
大
学
蔵
本
（
坂
東
和
讃
）
の
所
謂
「
河
州
本
」

系
『
三
帖
和
讃
』
写
本
の
検
討
を
通
し
て
「
文
明
版
」
祖
本
の
親

鸞
編
集
説
を
再
提
唱
し
、「
愚
禿
善
信
」
も
ま
た
親
鸞
の
手
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
い
ず
れ
機
会
を
得
て
、
佐
々

木
説
を
検
証
し
た
論
稿
を
発
表
し
た
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

註

以
上
、
宮
崎
圓
遵
「
正
像
末
和
讃
私
記
」（『
宮
崎
圓
遵
著
作
集

六
　
真
宗
書
誌
学
の
研
究
』）
三
三
五
頁
、
三
四
四
頁
参
照
。
た

だ
し
昨
今
は
親
鸞
以
外
の
別
人
に
よ
る
編
集
で
あ
る
と
見
る
説

（
親
鸞
非
編
集
説
）
が
増
え
て
い
る
。

『
正
像
末
和
讃
講
讃
』（
東
本
願
寺
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
）

四
三
〜
五
〇
頁
参
照
。

「
親
鸞
の
名
の
り
（
続
）」（『
教
化
研
究
』
一
四
八
、
二
〇
一

〇
年
）
二
九
〜
三
一
頁
、
三
三
〜
五
頁
参
照
。

宮
崎
・
前
掲
書
、
三
四
一
〜
二
頁
参
照
。

「
親
鸞
と
『
西
方
指
南
抄
』」（『
親
鸞
教
学
』
九
六
、
二
〇
一

一
年
）
二
九
〜
三
二
頁
参
照
。

「
現
生
正
定
聚
と
浄
土
の
慈
悲
（
一
）」（『
親
鸞
教
学
』
一
〇

四
、
二
〇
一
五
年
）
六
〜
七
頁
参
照
。

正
嘉
二
年
（
推
定
）
十
月
二
十
九
日
付
蓮
位
添
状
「
御
自
筆
は

つ
よ
き
証
拠
」
の
記
述
等
に
基
く
。

『
親
鸞
聖
人
全
消
息
序
説
』（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
、
一
九
七

四
年
）、
六
六
〜
八
三
頁
、
一
〇
九
〜
一
四
頁
参
照
。
多
屋
は

「
十
三0

日
か
　
十
六0

日
か
お
　
決
定
す
べ
き
　
資
料
が
無
い
が
、

写
本
の
　
場
合
、「
六
」
お
「
三
」
と
　
見
誤
っ
て
　
い
る
　
こ

と
わ
　
あ
る
が
、
そ
の
、
逆
の
　
例
わ
　
知
ら
な
い
。
…
…
「
十

六
日
」
の
　
方
が
　
正
し
い
の
か
も
　
し
れ
な
い
。」（
七
四
〜
五

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

た
だ
し
、
遵
西
の
処
刑
を
二
月
九
日
と
す
る
記
述
は
『
行
状
絵

図
』（
法
然
没
約
百
年
後
に
成
立
）
以
外
に
は
な
く
、
藤
原
定
家

『
明
月
記
』
同
日
条
に
も
遵
西
処
刑
の
記
述
は
な
い
。

親
鸞
は
「
文
明
版
」
以
外
の
各
和
讃
の
撰
号
に
は
「
愚
禿
親
鸞

作
」
と
い
ず
れ
も
「
作
」
の
字
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

「
集
」
は
元
来
『
教
行
信
証
』『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
等
の
要
文
を

類
聚
し
た
漢
文
著
作
に
用
い
ら
れ
る
字
で
あ
る
。

「
文
明
版
」
系
『
三
帖
和
讃
』
の
古
写
本
は
永
享
八
年
（
一
四

三
六
）
八
月
の
蓮
如
書
写
本
（
西
本
願
寺
蔵
）、
永
享
九
年
九
月

の
存
如
書
写
本
（
金
沢
市
専
光
寺
蔵
）、
文
安
六
年
（
一
四
四

九
）
一
月
の
蓮
如
書
写
本
（
西
本
願
寺
蔵
）、
享
徳
二
年
（
一
四

五
三
）
十
一
月
の
蓮
如
書
写
本
（
滋
賀
県
円
徳
寺
蔵
）
等
が
あ
る
。

（
宮
崎
・
前
掲
書
、
二
〇
六
頁
、
三
五
四
〜
五
頁
参
照
）

「「
文
明
版
」
系
「
正
像
末
和
讃
」
の
成
立
過
程
」（『
真
宗
研

究
』
四
八
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

追
記

　
本
稿
提
出
後
に
、「
結
」
で
言
及
し
た
佐
々
木
瑞
雲
「「
文
明
版
」
系

「
正
像
末
和
讃
」
の
成
立
過
程
│
│
〈
異
本
〉
の
存
在
証
明
と
そ
の
意

義
」
に
批
判
的
検
証
を
加
え
た
拙
稿
「「
文
明
版
」
系
『
正
像
末
和
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讃
』
祖
本
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」
の
『
大
谷
学
報
』
九
六
│
二
へ

の
掲
載
が
決
定
し
た
。
併
せ
て
御
参
照
の
程
、
お
願
い
し
た
い
。
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は
じ
め
に

　
こ
の
た
び
水
島
教
授
の
ご
紹
介
で
、
こ
の
学
会
で
お
話
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
「
無
生
の
生
」
曇
鸞
大
師
の
難
し
い

と
い
え
ば
難
し
い
し
、
わ
か
り
に
く
い
と
い
え
ば
わ
か
り
に
く
い
。
こ
の
「
生
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
私
の
考
え
を
お
話
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
小
谷
信
千
代
と
い
う
非
常
に
優
秀
で
頭
脳
明
晰
、
詳
細
と
い
う
の
か
ま
た
真
面
目
で
も
あ
る

学
者
が
、『
真
宗
の
往
生
論
』
と
い
う
一
書
を
公
刊
し
て
曇
鸞
の
「
無
生
の
生
」
説
は
誤
り
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
自
分
自
身
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
私
の
論
文
は
、
先
程
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
『
華
厳
教
学
序
説
│
真
如
と
真
理
の
研
究
』

と
い
う
、
擬
講
論
文
を
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
が
「
華
厳
教
学
」
の
序
説
と
し
て
、
真
如
と
真
理
と
い
う
教
理
用
語
を
、
調
査
し
た
よ
う

な
感
じ
の
論
文
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
註
は
何
も
つ
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
何
故
か
。
ず
ぼ
ら
だ
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
小
谷
さ
ん
（
以

下
敬
称
は
省
略
）
は
理
路
整
然
と
し
た
論
旨
を
展
開
し
て
い
る
。

　
曇
鸞
大
師
の
「
無
生
の
生
」
の
往
生
に
つ
い
て
彼
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
意
味
で
見
事
で
は
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
ち
ょ
っ

と
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
基
本
的
な
と
こ
ろ
で
見
る
立
場
が
違
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
小
谷
説

曇
鸞
大
師「
無
生
の
生
」
の
誤
謬
説
を
嘆
く
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